
『
法
華
玄
義
』

の
研
究

は

じ

め

に

本
論
文
は
、
『
法
華
玄
義
』
の
「
法
華
私
記
縁
起
」

を
原
典
解
明
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
平
成
十
六
年
度
春
学
期
(
四
月

1
七
月
)

科
修
士
課
程
お
よ
び
博
士
課
程
の
「
演
習
」

戸『、

一一一、-〆
の
「
私
序
王
」

の
部
分

の
授
業
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
授

の
大
学
院
文
学
研
究

る。 業
の
受
講
生
は
、
仏
教
学
仏
教
史
学
専
修
の
私
の
ゼ
ミ
生
の
つ
ぎ
の
諸
氏
で
あ

伊
藤
智
教
〔
修
士
一
年
〕
、
関
晴
介
・
ト
ラ
ン
ト
ウ
イ
カ
ン
(
ベ
ト
ナ

ム
)
・
贋
賞
佳
〔
修
士
二
年
〕
、
武
藤
明
範
・
鈴
木
あ
ゆ
み
・
水
野
荘

漬
口
寛
朗
・
今
井
勝
子
〔
研
究
生
〕
、

ギ
ャ
ナ

平
・
森
琢
朗
〔
博
士
二
年
〕
、
久
田
静
隆
〔
博
士
三
年
〕
、
伊
藤
光
毒
・

ス
ロ

l
モ
ン

ラ
タ
ナ

(
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
)
〔
研
究
員
〕
、
世
田
間
日
澄
〔
聴
講
生
〕

大

野

品r..
乃ミ二

人

授
業
は
輪
読
形
式
で
行
な
い
、
右
記
の
大
学
院
生
諸
氏
が
下
調
べ
を
し
て
発

表
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
伊
藤
光
害
氏
が
毎
時
間
「
書
き
下
し
文
」
、
詳
細
で

膨
大
な
「
注
」
、
的
確
な
「
現
代
語
訳
」
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
に
私

が
加
筆
し
、
そ
れ
を
訂
正
し
て
い
た
だ
い
て
、
授
業
で
読
み
合
わ
せ
を
し
て
、

完
全
な
原
稿
を
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

伊
藤
光
毒
氏
に
は
、
『
天
台
六
妙
法
門
』
『
天
台
小
止
観
』
に
引
き
続
い
て
、

今
回
も
ご
尽
力
い
た
だ
け
る
こ
と
に
、
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
も
の
で

あ
る
。
伊
藤
光
害
氏
の
お
蔭
で
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

伊
藤
光
毒
氏
を
は
じ
め
、
大
学
院
受
講
生
全
員
の
智
慧
を
結
集
し
て
で
き
上

が
っ
た
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
誤
記
・
誤
読
な
ど
多
く
あ
る
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
責
任
の
全
て
は
、
私
に
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

本
論
文
の
構
成
は
、
最
初
に
「
原
文
」

と
「
書
き
下
し
文
」

を

つ
ぎ
に

77 



第21号

「注」

を
付
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

「
現
代
語
訳
」

を
、
最
後
に

原

文

人間文化

私
序
王

夫
理
絶
ニ
偏
固
↓
寄
ニ
圃
珠
一而
談
レ
理
。
極
非
ニ
遠
近
↓
託
費
所
一而
論
レ
極
。
極

曾
園
冥
事
理
倶
寂
。
而
不
レ
寂
者
一
良
由
下
耽
ニ
無
明
酒
ベ
難
レ
繋
レ
珠
而
不
幸
費
。

四
華
六
動
開
二
方

迷
ニ
浬
繋
道
↓
路
弗
レ
遠
而
言
レ
長
。
聖
主
世
尊
慾
二
斯
倒
惑
↓

便
之
門
↓
三
獲
千
踊
表
ニ員
賓
之
地
↓
威
令
二

切
普
得
一一
見
聞
↓
護
ニ
秘
密
之
奥

蔵
一稽
レ
之
矯
レ
妙
。
示
一一
権
寅
之
正
軌
一故
競
矯
レ
法
。
指
一一
久
遠
之
本
果

一喰
レ
之

以
レ
蓮
。
曾
二
不
二
之
園
道

一誓
レ
之
以
レ
華
。
聾
矯
一一併
事
一稲川
レ
之
矯
レ
経
。
園
詮

之
初
日
レ
之
矯
レ
序
。
序
類
相
従
稽
レ
之
矯
レ
品
。
衆
次
之
首
名
矯
一一第

二

韓
日

談
記
是
紋
レ
名
。
曾
冥
是
紋
レ
瞳
。
園
珠
是
叙
レ
宗
。
倶
寂
是
叙
レ
用
。

四
華
六
動

是
叙
レ
数
。
本
迩
可
レ
知
。

(
書
き
下
し
文
)

私
序
王

そ
れ
理
は
偏
円
を
絶
す
れ
ど
も
、
円
珠
に
寄
せ
て
し
か
も
理
を
談
、
ず
。
極
は

(
3
)

え
ん
み
よ
う

遠
近
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
宝
所
に
託
し
て
し
か
も
極
を
論
ず
。
極
会
し
円
冥

す
れ
ば
、
事
理
と
も
に
寂
な
り
。

ふ

け

か

し
か
る
に
寂
せ
ざ
る
は
、
ま
こ
と
に
無
明
の
酒
に
耽
り
て
、
珠
を
繋
く
と
い

し
か
も
覚
ら
ざ
る
に
由
る
。
浬
繋
の
道
に
迷
い
て
、
道
遠
き
に
あ
ら

ざ
れ
ど
も
、
し
か
も
長
し
と
い
う
。

し
ょ
，
っ
し
ゅ

聖
主
世
尊
は
、
こ
の
倒
惑
を
あ
わ
れ
み
、
四
華
六
動
し
て
、
方
便
の
門
を

さ

ん

べ

ん

せ

ん

よ

う

じ

(
8
)

開
き
、
三
変
千
踊
し
て
、
真
実
の
地
を
表
わ
し
、
こ
と
ご
と
く
一
切
を
し
て
、

あ
ま
ね
く
見
聞
す
る
こ
と
を
得
せ
し
む
。

お

う

ぞ

う

ひ

ら

秘
密
の
奥
蔵
を
発
く
、
こ
れ
を
称
し
て
妙
と
な
す
。
権
実
の
正
軌
を
示
す
、

ゆ
え
に
号
し
て
法
と
な
す
。

え
ど
も
、

78 

久
遠
の
本
果
を
指
す
、
こ
れ
を
喰
う
る
に
蓮
を
も
っ
て
す
。
不
二
の
円
道
に

会
す
、
こ
れ
を
警
う
る
に
華
を
も
っ
て
す
。
声
、
仏
事
を
な
す
、
こ
れ
を
称
し

て
経
と
な
す
。

え

ん

せ

ん

も

く

(

日

)

円
詮
の
初
め
、
こ
れ
を
目
し
て
序
と
な
す
。
序
類
あ
い
従
う
、
こ
れ
を
称
し

て
品
と
な
す
。
衆
次
の
首
め
を
、
名
づ
け
て
第
一
と
な
す
。

釈
し
て
い
わ
く
、
談
記
(
託
)
は
こ
れ
名
を
叙
ぶ
。
会
冥
は
こ
れ
体
を
叙

ぶ
。
円
珠
は
こ
れ
宗
を
叙
ぶ
。
倶
寂
は
こ
れ
用
を
叙
ぶ
。
四
華
六
動
は
こ
れ
教

を
叙
ぶ
。
本
迩
、
知
ん
ぬ
ベ
し
。

(
注
)(

l
)

私
序
王
H

「
序
」
は
、
経
典
を
講
述
す
る
と
き
は
、
初
め
に
予
め
一
経
の
趣

旨
を
明
瞭
に
示
し
て
、
説
法
を
起
こ
す
端
緒
と
す
る
も
の
を
い
う
。
「王
」
は
、

初
め
、
起
こ
す
の
意
を
い
う
。

私
序
王
の
「
私
」
は
筆
録
者
の
章
安
を
い
う
。
章
安
が
、
大
師
の
真
意
を
推
し



量
り
、
広
く
人
々
に
示
そ
う
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
述
べ
た
の
が
、
こ
の
序
文
で

あ
る
と
さ
れ
る
。

野)

な
お
私
序
王
に
は
、
智
顎
の
語
玄
本
序
を
含
む
。
語
は
談
と
同
義
。
ほ
し
い
ま

ま
に
、
自
由
自
在
に
話
し
語
る
こ
と
、
そ
の
話
、
物
語
を
い
う
。

(2)

そ
れ
理
は
偏
円
を
絶
す
れ
ど
も
、
円
珠
に
寄
せ
て
し
か
も
理
を
談
、
ず
H

「夫
・
そ
れ
」
は
、

「そ
れ
」
と
訓
み
、
そ
も
そ
も
、
一
体
の
意
。
話
題
を
変
え

て
、
相
手
の
注
意
を
引
く
こ
と
ば
で
あ
る
。

「理
」
は
、
究
極
の
理
を
い
う
。
『
法
華
経
』
で
説
き
明
か
す
三
乗
を
聞
き
顕
わ

し
た
一
仏
乗
を
含
め
た
、
『
法
華
経
』
が
説
き
明
か
す
真
実
の
道
理
を
い
う
。

「偏
円
」
は
一
般
的
に
、
偏
は
一
つ
の
極
端
に
片
寄
っ
た
も
の
、
円
は

一
切
が

完
成
し
た
完
全
無
欠
な
も
の
を
指
す
。
偏
円
は
、
教
理
の
優
劣
を
判
定
す
る
基
準

で
あ
り
、
小
乗
の
二
乗
と
大
乗
に
あ
て
は
め
た
り
、
あ
る
い
は
大
乗
の
う
ち
の
権

教
と
実
教
と
に
あ
て
は
め
た
り
す
る
。
権
教
は
、

一
方
に
片
寄
っ
た
教
え
で
、
真

実
の
大
乗
の
教
え
に
入
る
た
め
の
方
便
と
し
て
、
人
々
の
宗
教
的
な
素
質
や
能
力

や
性
質
に
応
じ
て
、
仏
が
説
い
た
仮
の
教
え
で
あ
り
、
天
台
で
は
『
法
華
経
』
以

外
の
経
典
を
い
う
。
実
教
は
、
円
満
完
全
な
真
実
の
教
え
で
、
天
台
で
は
『
法
華

経
』
を
い
う
。

こ
こ
で
は

「偏
円
」
の
偏
は
偏
教
、
つ
ま
り
『
法
華
経
』
以
外
の
経
典
の
権
教

を
い
い
、
円
は
円
教
、
つ
ま
り
『
法
華
経
』
の
実
教
を
い
う
。

「絶
」
は
、
一
般
的
に
は
超
絶
と
同
義
、
か
け
離
れ
る
こ
と
、
他
よ
り
越
え
勝

れ
る
こ
と
、
世
に
絶
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
『
法
華
経
』
以
外
の

経
典
と
『
法
華
経
』
と
の
二
つ
の
間
の
講
離
や
断
絶
を
超
越
し
て
お
り
、
世
の
常

識
を
打
ち
破
る
こ
と
を
い
う
。

「円
珠
」
は
、
完
全
な
宝
珠
。
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
に
説
か
れ
る

衣
裏
繋
珠
の
警
轍
に
基
づ
く
、
衣
の
裏
に
縫
い
つ
け
ら
れ
た
値
段
が
つ
け
ら
れ
な

『法華玄義』の研究日(大

い
ほ
ど
貴
重
な
宝
石
で
あ
る
、
無
価
の
宝
珠
を
指
す
。

「寄
せ
て
」
の
寄
は
、
寄
顕
と
同
義
。
寄
は

一
般
的
に
、
頼
り
寄
り
鎚
る
こ

と
、
拠
り
所
と
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
こ
と
ば
に
表
わ
し
て
表
現
す
る

こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
一
体
、
三
乗
を
開
き
顕
わ
し
た
一
仏
乗
の
よ
う
な
、
『
法
華

経
』
が
述
べ
よ
う
と
す
る
究
極
の
真
実
の
道
理
と
い
う
も
の
は
、
片
寄
っ
た
偏
、

つ
ま
り
『
法
華
経
』
以
外
の
経
典
と
、
完
全
無
欠
な
円
、
つ
ま
り
『
法
華
経
』
と

の
聞
に
介
在
す
る
訴
離
や
断
絶
を
超
越
し
、
『
法
華
経
』
が
、
『
法
華
経
』
以
外
の

経
典
と
『
法
華
経
』
と
を
繋
ぐ
、
三
乗
か
ら
一
仏
乗
へ
の
道
筋
を
つ
け
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
に
説
か
れ
る
衣
裏
繋
珠
の
警

轍
に
基
づ
い
た
、
衣
の
裏
に
縫
い
つ
け
ら
れ
た
値
段
が
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
貴
重

な
宝
石
で
あ
る
、
無
価
の
宝
珠
に
こ
と
寄
せ
て
、
『
法
華
経
』
が
目
的
と
す
る
、

一
仏
乗
の
よ
う
な
究
極
の
真
実
の
道
理
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
の
意
を
い

」
F

「
ノ
。

参
考
|
|

「衣
珠
轍
」
に
つ
い
て

「
衣
珠
喰
」
は
、
繋
珠
轍
と
も
い
う
。
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
(
『
大

正
蔵
』
九

・
二
九

a
と
b
)
に
出
る
。

あ
る
人
が
親
友
の
家
へ
行
っ
て
酒
に
酔
っ
て
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。
親
友
は
所
用

が
あ
っ
た
の
で
、
無
価
の
宝
珠
を
そ
の
人
の
衣
の
下
に
縫
い
つ
け
て
出
て
い
っ

た
。
そ
の
人
は
、
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
で
帰
途
に
つ
き
、
他
国
に
流
浪
し
て
貧

苦
に
苦
し
ん
だ
。
そ
の
後
、
前
の
親
友
に
遇
い
、
つ
ぶ
さ
に
前
後
の
事
情
を
聞
き

知
っ
て
、
そ
の
後
は
裕
福
な
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
。

す
な
わ
ち
、
二
乗
人
が
過
去
世
に
大
通
智
勝
仏
の
も
と
で
大
乗
の
縁
を
結
ん
だ

が
、
無
明
の
た
め
に
悟
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
が
、
い
ま
『
法
華
経
』
に
よ
っ

て
如
来
の
方
便
開
示
を
受
け
、
遂
に
一
仏
乗
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
の
を
例
え

79 



る

第21号

な
お
、
一
般
的
に
は
、
衆
生
が
本
来
も
っ
て
い
る
仏
性
を
例
え
て
衣
裡
の
宝

え

な

い

み

よ

う

じ

ゅ

珠
、
衣
内
の
明
珠
と
も
い
う
。

(
3
)

極
は
遠
近
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
宝
所
に
託
し
て
し
か
も
極
を
論
ず
H

「極」

は
理
極
と
同
義
、
妙
法
の
果
を
い
う
。
究
極
の
こ
と
、
究
極
の
理
、
究
極
の
境

地
、
最
上
の
事
柄
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
『
法
華
経
』
が
説
く
修
行
実
践
に
よ
っ

て
、
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
仏
乗
の
よ
う
な
究
極
の
目
的
地
、
終
着
点
を

い
P

つ。

人間文化

「遠
近
」
の
遠
は
、
一
般
的
に
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
近
は
、
空

間
的
に
近
い
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
遠
は
大
乗
の
真
実
の
浬
繋
、
近
は
小
乗

の
二
乗
の
浬
繋
を
指
す
。
特
に
、
『
法
華
経
』
化
城
轍
品
第
七
に
説
か
れ
る
化
城

宝
処
の
誓
喰
に
基
づ
い
て
、
遠
は
五
百
由
旬
の
宝
処
、
つ
ま
り
真
実
の
浬
繋
を
い

い
、
近
は
三
百
由
旬
の
と
こ
ろ
に
化
作
さ
れ
た
化
城
、
つ
ま
り
二
乗
の
浬
繋
を
い

う
。
「
宝
所
」
は
こ
れ
を
い
う
。

「託
し
て
」
は
仮
託
と
同
義
。
仮
託
は
か
こ
つ
け
る
こ
と
、
こ
と
寄
せ
る
こ
と

を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
『
法
華
経
』
が
説
く
修
行
実
践
に
よ
っ
て
到
達
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
一
仏
乗
の
よ
う
な
究
極
の
目
的
地
は
、
遠
い
と
か
近
い
と
か
と
い
う
距

離
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
を
、
『
法
華
経
』
化

城
聡
品
第
七
に
説
か
れ
る
化
城
宝
処
の
警
喰
に
基
づ
い
て
、
遠
い
は
真
実
の
浬
繋

を
指
す
五
百
由
旬
の
宝
所
に
こ
と
寄
せ
、
近
い
は
二
乗
の
浬
繋
を
指
す
三
百
由
旬

の
と
こ
ろ
に
化
作
さ
れ
た
化
城
宝
所
に
こ
と
寄
せ
て
、
究
極
の
こ
と
わ
り
を
論
じ

る
の
で
あ
る
、
の
意
を
い
う
。

参
考
|
|
「
化
城
聡
」
に
つ
い
て

「化
城
聡
」
は
、
宝
処
化
城
の
轍
と
も
い
う
。
『
法
華
経
』
化
城
轍
品
第
七

(『大

正
蔵
』
九

・
二
五
C

|

二
六

a)
に
見
え
る
。

悪
道
を
経
て
、
五

O
O由
旬
先
に
あ
る
宝
処
(
真
実
の
さ
と
り
の
世
界
)
に
到

ろ
う
と
す
る
多
衆
の
な
か
の
導
師
が
、
中
途
で
疲
れ
て
引
き
返
そ
う
と
す
る
衆
人

に
対
し
て
、
途
中
の
三

O
O由
旬
の
と
こ
ろ
に
仮
に
幻
の
化
城
(
方
便
の
さ
と
り

の
世
界
)
を
現
わ
し
て

一
旦
休
憩
さ
せ
、
疲
れ
を
癒
さ
せ
た
上
で
、
そ
の
後
、
真

の
目
的
地
の
宝
処
へ
向
か
っ
て
い
か
せ
た
こ
と
を
い
う
。

小
乗
の
悟
り
は
、
大
乗
の
『
法
華
経
』
の
悟
り
に
到
る
た
め
の
方
便
で
あ
る
こ

と
を
、
比
喰
的
に
言
い
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
4
)

極
会
し
円
冥
す
れ
ば
、
事
理
と
も
に
寂
な
り
U

「極
」
は
理
極
と
同
義
。
究

極
の
こ
と
、
究
極
の
理
、
究
極
の
境
地
、
最
上
の
事
柄
を
い
う
。
こ
こ
で
は
『
法

華
経
』
が
説
く
修
行
実
践
に
よ
っ
て
、
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
的
地
、
宝

所
が
象
徴
す
る
一
仏
乗
と
い
う
目
的
地
を
い
い
、
菩
薩
は
菩
薩
と
し
て
、
縁
覚
は

縁
覚
と
し
て
、
声
聞
は
声
聞
と
し
て
、
龍
女
は
龍
女
と
し
て
そ
の
ま
ま
一
仏
乗
に

帰
入
す
る
こ
と
を
い
う
。

「
会
」
は
、
合
す
る
こ
と
、
統
合
し
併
合
す
る
こ
と
、
合
致
す
る
こ
と
を
い

う
、
帰
着
さ
せ
る
こ
と
、
よ
く
物
事
の
こ
と
わ
り
を
会
得
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
「
極
会
」
は
、
五

O
O由
旬
先
に
あ
る
宝
所
が
象
徴
す
る
一
仏
乗
と
い

う
、
最
終
的
な
『
法
華
経
』
の
修
行
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
い
う
。

「
冥
」
は
冥
合
と
同
義
。
知
ら
な
い
う
ち
に
合
う
こ
と
、
自
然
の
う
ち
に
一
致

す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
ぴ
っ
た
り
合
う
こ
と
、
一
致
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
「
円
冥
」
は
、
『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
、
偏
と
円
、
本
と
迩
、
権
と
実

の
よ
う
な
相
対
的
な
も
の
が
同
化
し
、
融
合
し
、
一
仏
乗
に
帰
着
す
る
こ
と
を
い

〉
勺
ノ
。
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「事
理
」
は
、
事
が
『
法
華
経
』
が
説
く
修
行
実
践
に
よ
っ
て
到
り
着
く
目
的

地
を
い
い
、
理
が
『
法
華
経
』
が
説
き
示
す
究
極
の
真
実
を
い
う
。



「寂
す
」
は
、
寂
滅

・
寂
滅
現
前
と
同
義
。

一
般
的
に
、
静
寂
な
倍
り
の
境
地

を
味
わ
う
こ
と
、
究
極
の
悟
り
の
境
地
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
究
極

の
一
仏
乗
に
帰
入
す
る
こ
と
、
諸
法
実
相
の
悟
り
の
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
こ
と
を

い〉つ。

野)

従
っ
て

一
句
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
五
百
由
旬
先
の
宝
所
が
象
徴
す
る
一
仏

乗
と
い
う
『
法
華
経
』
の
最
終
的
な
修
行
目
的
を
達
成
し
、
『
法
華
経
』
に
よ
っ

て
偏
と
円
、
迩
と
本
、
権
と
実
の
よ
う
な
相
対
的
な
も
の
が
同
化
し
、
融
合
し
、

一
仏
乗
に
帰
着
す
れ
ば
、
『
法
華
経
』
が
説
く
修
行
実
践
に
よ
っ
て
到
り
着
く
目

的
地
も
、
『
法
華
経
』
が
説
き
示
す
究
極
の
真
実
も
あ
る
が
ま
ま
に
現
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
、
の
意
を
い
う
。

(
5
)

し
か
る
に
寂
せ
ざ
る
は
H

「し
か
る
に
」
は
、
前
句
を
受
け
て
、
そ
う
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
の
意
を
い
う
。

「寂
せ
ざ
る
」
は
、
五
百
由
旬
先
の
宝
所
が
象
徴
す
る
一
仏
乗
に
た
ど
り
着
き

帰
着
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
一
仏
乗
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
の
意
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
仏
乗
に
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
は
の
意
を
い
う
。

(
6
)

ま
こ
と
に
無
明
の
酒
に
耽
り
て
、
珠
を
繋
く
と
い
え
ど
も
、
し
か
も
覚
ら
ざ

る
に
由
る
H

「良
」
は
、
ま
こ
と
に
と
訓
む
。
偽
り
な
く
、
本
当
に
、
真
実
は
の

意
を
い
う
。

な
お
、
ま
こ
と
に
は
、
文
尾
の
由
る
と
連
動
し
て
、
真
実
は

1
に
あ
る
の
意
を

い
v

つ。

『法華玄義』の研究臼(大

「
無
明
酒
」
は
、
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
に
説
か
れ
る
衣
裏
繋
珠
の

警
轍
に
基
づ
く
語
で
あ
る
。
無
明
の
酒
に
酔
っ
た
人
が
、
親
友
に
よ
っ
て
衣
の
裏

に
縫
い
つ
け
ら
れ
た
宝
珠
に
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
一
仏
乗
の
浬
繋

の
道
に
迷
っ
て
い
る
こ
と
を
指
し
、
無
明
が
ひ
と
の
本
性
を
酔
わ
せ
る
こ
と
を
酒

に
例
え
、
酒
が
無
明
を
起
こ
さ
せ
る
原
因
と
な
る
こ
と
を
い
う
。

「珠
を
繋
く
と
い
え
ど
も
、
し
か
も
覚
ら
ざ
る
」
は
、
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
受

記
品
の
衣
裏
繋
珠
の
喰
え
。

「世
尊
よ
、
我
等
、
常
に
こ
の
念
を
作
し
て
、
自
ら

己
に
究
寛
の
滅
度
を
得
た
り
と
お
も
い
き
。
今
、
す
な
わ
ち
こ
れ
を
知
り
ぬ
。
無

智
の
も
の
の
ご
と
し
。
所
以
は
い
か
ん
。
我
等
ま
さ
に
如
来
の
智
慧
を
得
べ
か
り

き
。
し
か
る
を
す
な
わ
ち
自
ら
小
智
を
も
っ
て
足
り
ぬ
と
な
し
き
。

し
ん
ぬ

世
尊
よ
、
警
え
ば
人
あ
り
、
親
友
の
家
に
至
り
て
、
酒
に
酔
う
て
臥
せ
る
が
ご

む

げ

と
し
。
こ
の
時
に
親
友
、
官
事
の
ま
さ
に
行
く
べ
き
あ
っ
て
、
無
価
の
宝
珠
を

も
っ
て
そ
の
衣
裏
に
繋
け
、
こ
れ
を
与
え
て
去
り
ぬ
。
そ
の
人
酔
い
臥
し
て
、
す

え

じ

き

ベ
て
覚
知
せ
ず
。
起
き
お
わ
っ
て
、
遊
行
し
他
国
に
到
り
ぬ
。
衣
食
の
た
め
の
故

ご

ん

り

き

ぐ

し

ゃ

く

か

ん

な

ん

に
、
勤
力
求
索
す
る
こ
と
、
は
な
は
だ
大
い
に
顛
難
な
り
。
も
し
少
し
得
る
と
こ

ろ
あ
れ
ば
、
す
な
わ
ち
も
っ
て
足
り
ぬ
と
な
す
。
後
に
親
友
会
い
遇
う
て
、
こ
れ

を
見
て
こ
の
言
を
作
さ
く
、
『
咽
な
る
哉
丈
夫
よ
。
な
ん
ぞ
衣
食
の
た
め
に
す

な
わ
ち
か
く
の
ご
と
く
な
る
に
至
る
。
わ
れ
昔
、
汝
を
し
て
安
楽
な
る
こ
と
を

そ

れ

が

し

と

し

ひ
っ
き

得
、
五
欲
に
自
ら
恋
な
ら
し
め
ん
と
欲
し
て
、
某
の
年
日
月
に
お
い
て
、

無
価
の
宝
珠
を
も
っ
て
、
汝
が
衣
の
裏
に
繋
け
ぬ
。
今
な
お
現
に
在
り
。
し
か
る

ご

ん

〈

を
汝
知
ら
ず
し
て
、
勤
苦
し
憂
悩
し
て
、
も
っ
て
自
活
を
求
む
る
こ
と
は
な
は
だ

し

ょ

し

ゅ

む

や

〈

こ
れ
療
な
り
。
汝
、
い
ま
こ
の
宝
を
も
っ
て
所
須
に
貿
易
す
べ
し
。
常
に
意
の

ぼ
う
た
ん

ご
と
く
、
乏
短
な
る
と
こ
ろ
な
か
る
べ
し
」
(
『
大
正
蔵
』
九

・
二
九

a)
の
取
意

の
文
で
あ
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
真
実
は
、
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
に
説
か
れ
る

衣
裏
繋
珠
の
警
轍
が
教
え
る
よ
う
に
、
無
明
の
酒
に
酔
い
痴
れ
て
、
己
れ
の
本
性

を
狂
わ
せ
た
人
が
、
親
友
が
縫
い
つ
け
て
く
れ
た
衣
の
裏
の
無
価
の
宝
珠
に
気
づ

か
な
か
っ
た
よ
う
に
、
一
仏
乗
と
い
う
浬
繋
の
道
に
迷
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の

で
あ
る
、
の
意
を
い
う
。
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第21号

参
考
|
|
天
台
の
「
無
明
」
に
つ
い
て

「
無
明
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ア
・
ヴ
ィ
ド
ヤ

l
の
訳
。
一
般
的
に
、

も
の
ご
と
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
知
実
智
見
を
い
う
。
す
な

わ
ち
真
理
に
暗
く
て
も
の
ご
と
に
通
達
せ
ず
、
事
象
、
道
理
を
は
っ
き
り
と
理
解

で
き
な
い
状
態
で
、
愚
療
を
そ
の
す
が
た
と
す
る
。

つ
ま
り
無
明
は
、
人
が
何
も
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
人
は
何
も
か
も

分
か
っ
た
心
算
で
あ
れ
か
こ
れ
か
を
分
別
し
な
が
ら
日
々
を
生
活
し
て
い
る
が
、

実
は
、
最
も
大
切
な
人
生
の
大
事
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

一
体
、
自
分
は
ど
こ
か

ら
来
た
の
か
。

一
体
、
自
分
は
命
を
終
え
た
後
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
一
体
、
自

分
は
何
者
な
の
か
。
こ
れ
ら
の
人
生
の
大
事
に
つ
い
て
は
、
誰
も
何
も
知
ら
な

い
。
人
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
人
生
を
出
発
す
る
。
分
か
ら
な
い
と
い

つ
も
り

う
事
実
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
に
分
か
っ
た
心
算
で
い
る
と
こ
ろ
に
、
苦
し
み
が

発
生
す
る
。
発
生
し
た
苦
し
み
が
次
か
ら
次
へ
と
苦
し
み
を
生
み
続
け
て
い
く
。

こ
う
し
て
人
は
苦
し
み
の
大
海
に
坤
吟
す
る
こ
と
に
な
る
。
無
明
は
こ
れ
を
い

v

つ。

人間文化

天
台
で
は
、
無
明
は
、
非
有
非
空
の
理
に
迷
い
、
中
道
を
障
え
る
も
の
と
示

し
、
空
・
仮
・
中
の
三
観
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
見
思
の
惑
、
塵
沙
の
惑
、
無
明

の
惑
と
い
う
三
惑
を
断
っ
と
す
る
。

無
明
を
断
つ
の
に
、
別
教
で
は
十
廻
向
で
伏
し
、
初
地
以
上
の
十
二
の
階
位
で

十
二
品
の
無
明
を
断
ち
終
わ
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
十
廻
向
の
最
後
の
第
十
廻

向
で
初
め
て
の
無
明
を
断
っ
て
初
地
に
入
る
が
、
こ
の
初
め
の
無
明
を
ま
た
三
品

に
分
け
て
断
つ
か
ら
、
そ
れ
を
三
品
の
無
明
と
い
う
。

円
教
で
は
、
初
住
以
上
の
四
十
二
の
階
位
で
四
十
二
品
の
無
明
を
断
ち
お
わ
る

が
、
こ
の
場
合
第
五
十
一
位
で
あ
る
等
覚
の
最
後
心
で
妙
覚
智
が
現
わ
れ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
断
た
れ
る
最
後
の
無
明
を
元
品
の
無
明
、
無
始
の
無
明
、
最
後
品
の
無

明
と
い
う
。

た
だ
し
以
上
は
一
応
の
説
で
、
実
は
円
教
で
は
三
観
に
は
順
序
次
第
を
立
て

ず
、
一
心
を
も
っ
て
観
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
三
惑
は
同
体
で
同
時
に
断
た
れ
る

と
い
う
。

(
7
)

浬
繋
の
道
に
迷
い
て
、
道
遠
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
し
か
も
長
し
と
い
う
リ

『
法
華
経
』
化
城
喰
品
に
説
か
れ
る
化
城
宝
処
の
警
轍
に
基
づ
く
。
三
百
由
旬
の

所
に
化
作
さ
れ
た
城
市
が
化
城
で
あ
り
、
化
城
が
い
う
二
乗
の
浬
繋
を
、
真
実
の

浬
繋
と
思
い
込
ん
で
、
五
百
由
旬
の
所
に
あ
る
宝
処
を
遠
い
と
思
う
こ
と
を
指

す。
「
浬
繋
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ニ
ル
ヴ
ァ

l
ナ
の
音
写
語
。
火
を
吹
き

消
し
た
状
態
を
語
源
と
し
、
煩
悩
の
火
を
吹
き
消
し
た
静
寂
の
境
地
で
、
仏
教
に

お
け
る
悟
り
の
境
地
、
悟
り
の
智
慧
、
菩
提
を
完
成
し
た
、
誰
も
が
成
仏
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
一
仏
乗
の
境
地
を
い
う
。

「浬
繋
の
道
」
は
、
誰
も
が
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

一
仏
乗
へ
の
道

を
い
う
。

「
道
遠
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
」
は
、
衣
裏
宝
珠
の
轍
え
が
教
え
る
よ
う
に
、
一

仏
乗
へ
の
道
は
実
際
に
は
目
の
前
の
身
近
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
他
国

を
流
浪
し
て
い
た
者
が
、
わ
が
家
に
帰
っ
て
来
て
落
ち
着
く
よ
う
に
、
人
間
が
生

き

か

お

ん

ざ

ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
仏
性
に
帰
っ
て
、
安
住
す
る
「
帰
家
穏
坐
」
を
内
意

す
る
。「

し
か
も
長
し
と
い
う
」
は
、

一
仏
乗
へ
の
道
は
実
際
に
は
目
の
前
の
身
近
に

あ
る
か
ら
、
遠
く
に
求
め
る
必
要
が
な
い
が
、
一
仏
乗
へ
の
道
を
踏
み
違
え
る
か

ら
化
城
轍
品
が
教
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
以
上
先
に
行
け
な
い
、
道
は
長
い
と
い
う

こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
旬
は
、
誰
も
が
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
仏
乗
へ
の
道
は
、
踏
み
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野)

間
違
え
な
け
れ
ば
衣
裏
宝
珠
の
喰
え
が
教
え
る
よ
う
に
、
実
際
は
目
の
前
の
身
近

に
あ
っ
て
、
遠
く
に
求
め
る
必
要
が
な
い
が
、
無
明
の
酒
を
呑
み
無
明
の
酒
に
酔

い
潰
れ
て
、
一
仏
乗
へ
の
道
を
踏
み
間
違
え
る
か
ら
、
化
城
喰
品
が
教
え
る
よ
う

に
、
こ
れ
以
上
先
に
行
け
な
い
と
い
い
、
そ
の
道
程
は
長
く
果
て
し
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
、
の
意
を
い
う
。

参
考
|
|
「浬
繋
」
に
つ
い
て

な
い
お
ん

「浬
繋
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
ニ
ル
ヴ
ァ

1
ナ
の
音
写
。
泥
一
担
、
泥
日
、

浬
繋
那
な
ど
と
も
書
き
滅
寂
滅
、
減
度
、
寂
と
訳
す
。
択
減
、
離
繋
、
解

は
つ
ね
は
ん

脱
な
ど
と
同
義
、
ま
た
般
浬
繋
大
般
浬
繋
と
も
い
う
。

元
来
は
吹
き
消
す
こ
と
、
吹
き
消
し
た
状
態
を
表
わ
し
、
燃
え
盛
る
煩
悩
の
火

を
滅
尽
し
て
、
悟
り
の
智
慧
す
な
わ
ち
菩
提
を
完
成
し
た
境
地
を
い
う
。
こ
れ
は

迷
い
の
世
界
で
あ
る
生
死
を
超
え
た
悟
り
の
世
界
で
、
仏
教
の
究
極
的
な
実
践
目

標
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
仏
教
の
特
徴
を
表
わ
す
法
印
の
一
と
し
て
浬
繋
寂
静
を
数

〉
え
マ
令
。

小
乗
の
部
派
仏
教
で
は
、
浬
繋
と
は
煩
悩
を
減
し
尽
く
し
た
状
態
で
あ
る
と

け

し

ん

め

っ

ち

し
、
煩
悩
は
断
っ
た
が
肉
体
は
な
お
残
存
す
る
有
余
依
浬
繋
と
、
灰
身
滅
智
の
状

態
で
、
す
べ
て
が
減
無
に
帰
し
た
無
余
依
浬
繋
の
二
浬
繋
に
分
け
る
。

大
乗
で
は
、
浬
繋
を
積
極
的
な
も
の
と
考
え
、
常
・
楽
・
我
・
浄
の
四
徳
を
も

っ
浬
繋
を
無
為
浬
繋
と
し
、
最
上
と
す
る
。

唯
識
学
派
で
は
、
本
来
自
性
清
浄
浬
繋
と
有
余
依
浬
繋
と
無
余
依
浬
繋
と
無
住

処
浬
繋
の
四
種
の
浬
繋
を
挙
げ
る
。

天
台
教
学
で
は
、
性
浄
浬
繋
と
円
浄
浬
繋
と
方
便
浄
浬
繋
の
三
浬
繋
に
分
け

る
。
本
来
自
性
清
浄
浬
繋
を
い
う
性
浄
浬
繋
は
、
す
べ
て
の
も
の
の
本
性
に
本
来

具
わ
っ
て
い
る
の
は
不
生
不
滅
の
理
そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
真
実
を
指
し
て

い
う
。
円
浄
浬
繋
は
、
道
を
修
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
煩
悩
の
汚
れ
を
除
い
て
得
る

『法華玄義』の研究日(大

浬
繋
を
い
う
。
方
便
浄
浬
繋
は
、
仏
が
衆
生
を
救
う
た
め
に
仮
に
姿
を
現
わ
し
た

が
、
縁
が
尽
き
て
入
る
浬
繋
を
い
う
。

参
考
|
|
「
菩
提
」
に
つ
い
て

「菩
提
」
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
ボ

l
デ
イ
の
音
写
。
覚
、
智
、
知
、
道

と
訳
す
。

仏

・
菩
薩
・
縁
覚
・
声
聞
が
そ
れ
ぞ
れ
の
修
行
の
結
果
得
る
悟
り
の
智
慧
を
い

い
、
こ
の
四
種
の
菩
提
の
う
ち
、
仏
の
菩
提
は
こ
の
上
な
い
究
極
の
も
の
で
あ
る

か
ら
阿
縛
多
羅
三
貌
コ
一
菩
提
と
名
づ
け
、
訳
し
て
無
上
正
等
正
覚
、
無
上
菩
提
な

ど
と
い
う
。

『
大
智
度
論
』
巻
第
五
十
三
(
『
大
正
蔵
』
二
五
・
四
三
八

a
)
に
は
、
仏
の
菩

提
に
つ
い
て
、

川
菩
薩
が
悟
り
を
求
め
る
心
を
発
こ
す
の
を
、
そ
の
心
は
菩
提
の
結
果
に
到
る

原
因
で
あ
る
と
の
意
か
ら
発
心
菩
提

ω煩
悩
を
抑
え
て
諸
波
羅
蜜
を
行
う
の
を
伏
心
菩
提

ω諸
法
実
相
を
悟
っ
た
般
若
波
羅
蜜
の
相
を
明
心
菩
提

凶
般
若
波
羅
蜜
に
お
い
て
方
便
力
を
得
て
、
般
若
波
羅
蜜
に
と
ら
わ
れ
ず
煩
悩

を
減
し
て
、

一
切
智
(
薩
婆
若
)
に
到
る
の
を
出
到
菩
提

ω仏
果
の
覚
智
を
無
上
菩
提
と
名
づ
け
て
、
合
わ
せ
て
五
種
菩
提
と
い
う
。

『
法
華
経
論
』
巻
下
に
は
、
仏
の
法

・
報
・
応
の
三
身
に
つ
い
て
、
法
仏
菩
提

(
法
身
菩
提
)
、
報
仏
菩
提
(
報
身
菩
提
)
、
応
仏
菩
提
(
応
身
菩
提
)
の
三
種
菩

提
を
立
て
る
。

『
大
乗
義
章
』
巻
第
十
八
(
『
大
正
蔵
』
四
四

・
八
一
八
C
)

に
は
、
無
上
菩
提

に
方
便
菩
提
と
性
浄
菩
提
の
二
種
が
あ
る
と
す
る
。

天
台
教
学
で
は
、
十
種
の
三
法
の

一
に
三
菩
提
を
数
え
て
、

川
実
相
の
理
を
悟
る
を
真
性
菩
提
(
実
相
菩
提
、
無
上
菩
提
)
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第21号

ωそ
の
理
に
か
な
っ
た
智
慧
を
悟
る
の
を
実
智
菩
提
(
清
浄
菩
提
)

ω自
由
自
在
に
衆
生
を
教
化
す
る
は
た
ら
き
を
悟
る
の
を
方
便
菩
提
(
究
寛
菩

提
)
と
す
る
。

そ
し
て
、
無
上
菩
提
を
求
め
る
衆
生
を
菩
提
薩
唾
、
略
し
て
菩
薩
と
い
い
、
無

上
菩
提
を
求
め
る
心
を
無
上
菩
提
心
、
無
上
道
意
、
ま
た
は
菩
提
心
な
ど
と
い

λ
ノ。

人間文化

『
大
日
経
』
住
心
品
に
、
「
い
か
ん
が
菩
提
な
る
や
。
い
わ
く
、
如
実
に
自
心
を

知
る
な
り
」
(
『
大
正
蔵
』
一
八
・
一

C
)

と
あ
る
。

つ
ま
り
、
菩
提
の
本
性
は
自
心
で
あ
り
、
菩
提
即
心
、
心
即
菩
提
で
あ
る
と

知
っ
て
、
自
己
の
本
心
に
帰
る
こ
と
を
い
う
。

(
8
)

聖
主
世
尊
は
、
こ
の
倒
惑
を
あ
わ
れ
み
、
四
華
六
動
し
て
、
方
便
の
門
を
開

き
、
三
変
千
踊
し
て
、
真
実
の
地
を
表
わ
し
H

「
聖
主
世
尊
」
の
聖
主
は
、
諸

聖
人
の
主
の
意
。
世
尊
は
、
仏
の
尊
号
を
い
い
、
世
に
も
尊
い
尊
敬
さ
れ
る
べ
き

人
を
い
い
、
釈
尊
を
い
う
。
如
来
・
応
供
・
正
遍
知
・
明
行
足
・
善
逝
・
世
間

解
・
無
上
士
・
調
御
丈
夫
・
天
人
師
・
仏
世
尊
と
い
う
仏
の
十
号
の
一
。

従
っ
て
聖
主
世
尊
は
、
諸
聖
の
主
の
意
を
い
う
。

「
倒
惑
」
は
、

顛
倒
し
た
惑
、
道
理
に
背
く
逆
さ
ま
の
迷
い
、
間
違
っ
た
考
え

方
を
す
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
わ
た
し
が
こ
れ
か
あ
れ
か
を
比
較
し
、
取
捨

選
択
し
、
選
択
し
た
も
の
に
こ
だ
わ
り
、
執
著
に
執
著
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を
い

v
n
ノ。

「
四
華
六
動
」
は
、
憂
陀
羅
華

・
摩
詞
量
陀
羅
華
・

畏
珠
沙
華

・
摩
詞
憂
珠
沙

華
が
天
か
ら
降
り
注
、
ぎ
、
大
地
が
東
西
南
北
お
よ
び
上
下
の
六
種
に
震
動
す
る
こ

と
を
い
う
。

「
方
便
の
門
を
聞
き
」
は
、
そ
れ
ま
で
正
し
い
究
極
の
教
え
と
ば
か
り
思
っ
て

信
じ
て
い
た
『
法
華
経
』
以
前
の
三
乗
の
教
え
を
、
実
は
一
仏
乗
に
到
ら
せ
る
方

便
の
教
え
で
あ
っ
た
と
開
き
明
か
す
こ
と
を
い
う
。

「三
変
千
踊
」
の
三
変
は
、
『
法
華
経
』
見
宝
塔
品
に
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
十
方
か

ら
来
集
し
た
分
身
の
諸
仏
を
容
れ
る
た
め
に
、
こ
の
、裟
婆
世
界
を
変
じ
て
清
浄
と

な
し
、
さ
ら
に
二
度
に
わ
た
っ
て
八
方
の
二
百
万
億
那
由
他
の
国
土
を
変
じ
て
清

さ
ん
べ
ん
ど
で
ん

浄
と
な
し
た
「
三
変
土
田
」
を
い
う
。

千
踊
の
千
は
無
量
千
万
億
の
千
を
い
い
、
踊
は
、
涌
に
通
じ
る
。
『
法
華
経
』

従
地
涌
出
品
に
、
『
法
華
経
』
を
説
く
菩
薩
が
無
量
千
万
億
も
地
中
か
ら
湧
き
出

た
こ
と
を
い
う
。

「真
実
の
地
」
の
地
は
、

一
般
的
に
土
・
土
地
・
国
土
を
い
い
、
立
場
・
本

性
・
事
実
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、

三
変
千
踊
と
連
動
す
る
か
ら
、
真
実
の
地
は
真

実
の
国
土
の
意
か
ら
、
真
実
の
立
場
、
す
な
わ
ち
永
遠
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
究

極
の
教
え
で
あ
る
一
仏
乗
を
い
う
と
取
る
。

従
っ
て
一
句
は
、
諸
聖
人
の
主
で
あ
り
、
世
に
も
尊
い
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
人
釈

尊
は
、
世
の
人
々
が
、
こ
れ
か
あ
れ
か
に
と
ら
わ
れ
る
相
対
的
な
分
別
を
超
克
し

離
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
お
り
、
執
著
に
執
著
を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
憐
れ
に

思
い
、
天
か
ら
憂
陀
羅
華
・
摩
詞
蔓
陀
羅
華
・
憂
珠
沙
華
・
摩
詞
憂
珠
沙
華
と
い

う
四
種
の
花
を
降
ら
せ
、
大
地
を
東
西
南
北
と
上
下
の
六
種
に
震
動
さ
せ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
声
聞
や
縁
覚
は
勿
論
、
世
の
人
々
が
正
し
い
究
極
の
教
え

と
ば
か
り
思
っ
て
信
じ
て
い
た
『
法
華
経
』
以
前
の
三
乗
の
教
え
を
、
実
は
一
仏

乗
に
到
ら
せ
る
方
便
の
教
え
で
あ
っ
た
と
聞
き
明
か
し
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
『
法
華
経
』
見
宝
塔
品
第
十
一
に
あ
る
よ
う
に
、
釈
迦
牟
尼

仏
が
十
方
か
ら
来
集
し
た
分
身
の
諸
仏
を
容
れ
る
た
め
に
、
こ
の
裟
婆
世
界
を
変

え
て
清
浄
と
し
、
さ
ら
に
二
度
に
わ
た
っ
て
八
方
の
二
百
万
億
那
由
他
の
国
土
を

変
え
て
清
浄
の
国
土
と
し
、
『
法
華
経
』
従
地
涌
出
品
第
十
五
に
あ
る
よ
う
に
、

『
法
華
経
』
を
説
く
菩
薩
を
無
量
千
万
億
も
地
中
よ
り
湧
き
出
さ
せ
て
一
仏
乗
を
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野)

受
持
し
供
養
さ
せ
、
究
極
の
一
仏
乗
を
明
瞭
に
表
に
顕
/
わ
し
た
、

参
考
|
|
「
四
華
六
動
」
に
つ
い
て

め

で

た

「四
華
六
動
」
は
、
目
出
度
い
し
る
し
の
瑞
相
を
い
う
。
例
え
ば
、
『
法
華
経
』

が
説
か
れ
る
と
き
に
は
、
先
、
ず
『
無
量
義
経
』
が
説
か
れ
た
が
、
そ
の
聴
衆
が
後

の
『
法
華
経
』
の
説
法
を
聞
こ
う
と
し
て
座
を
去
ら
ず
、
釈
迦
牟
尼
仏
が
結
蜘
朕

坐
し
て
無
量
義
処
三
味
に
入
る
な
ど
、
目
出
度
い
し
る
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
い

う
。
こ
れ
を
法
華
六
瑞
と
い
う
。
法
華
六
瑞
相
は
、
説
法
瑞

・
入
定
瑞

・
雨
華

瑞

・
地
動
瑞

・
衆
宣
口
瑞
・
放
光
瑞
を
い
う
。

雨
華
瑞
で
あ
る

「四
華
」
は
、
『
法
華
経
』
序
品
に
説
か
れ
る

「こ
の
時
に
、

天
よ
り
憂
陀
羅
華
・
摩
詞
憂
陀
羅
華
・
憂
殊
沙
華
・
摩
詞
憂
殊
沙
華
を
雨
ら
し

て
、
仏
の
上
お
よ
び
諸
の
大
衆
に
散
じ
」
(
『
大
正
蔵
』
九

・
二
b
)
と
あ
る
文
に

よ
る
。
四
種
の
花
、
す
な
わ
ち
蔓
陀
羅
華
(
マ

1
ン
ダ
1
ラ
ヴ
ア
)
・
摩
詞
受
陀

羅
華

・
量
珠
沙
華
(
マ
ン
ジ
ュ

1
シ
ャ
カ
)
・
摩
詞
憂
珠
沙
華
が
天
か
ら
降
り
注

い
だ
こ
と
を
指
す
。

な
お
、
『
無
量
寿
経
』
巻
上
(
『
大
正
蔵
』
二
一

・
二
七
一

b
)
で
、
極
楽
浄
土

の
荘
厳
と
し
て
説
か
れ
る
四
華
は
、
優
鉢
羅
華
(
ウ
ト
パ
ラ
・
青
蓮
華
)
・

ふ

ん

だ

り

け

鉢
特
摩
華
(
パ
ド
マ
・
紅
蓮
華
)
・
拘
勿
頭
華
(
ク
ム
ダ
・
白
蓮
華
)
・
分
陀
利
華

(
プ
ン
ダ
リ

1
カ
・
大
白
蓮
華
)
を
い
う
。

地
動
端
で
あ
る

「六
動
」
は
、
『
法
華
経
』
序
品
に
四
華
に
続
い
て
説
か
れ
る

「普
仏
世
界
六
種
に
震
動
す
」
(
『
大
正
蔵
』
九

・
二
b
)
と
あ
る
文
に
よ
り
、
六

種
に
大
地
が
震
動
し
た
こ
と
を
指
す
。
東
西
南
北
と
上
下
の
震
動
を
い
う
六
動

は
、
六
種
震
動
、
六
種
動
相
、
六
変
震
動
、
六
辺
震
動
、
六
震
な
ど
と
い
う
。
仏

が
説
法
す
る
と
き
大
地
が
六
通
り
に
震
動
す
る
こ
と
を
い
う
。

新
訳
の
『
華
厳
経
』
巻
第
十
六
(
『
大
正
蔵
』
一

0
・
八
五
C
)

に
は
、
揺
れ

る
形
と
そ
の
時
の
音
か
ら
、
動

・
起

・
涌
・
震

・
岡山

・
覚
ま
た
は
撃
の
六
種
が
あ

の
意
を
い
う
。

『法華玄義」の研究臼(大

り
、
六
種
の
そ
れ
ぞ
れ
に
遍
ま
た
は
等
遍
と
い
う
接
頭
辞
を
伴
う
三
種
が
あ
っ

て
、
細
別
す
る
と
十
八
種
の
震
動
が
あ
り
、
こ
れ
を
十
八
種
震
動
相
と
い
う
。

動
は
、
一
方
に
動
く
こ
と
、
起
は
揺
れ
始
め
る
こ
と
、
涌
は
湧
き
出
る
こ
と

で
、
こ
れ
ら
の
三
つ
は
地
動
を
い
う
。
震
は
陰
陰
た
る
こ
と
を
、
肌
は
咽
暗
を
、

覚
ま
た
は
撃
は
大
声
を
い
う
。
こ
れ
ら
の
コ
一つ
は
地
動
の
声
を
さ
す
。
ま
た
、
遍

は
四
方
に
動
く
こ
と
を
い
い
、
等
遍
は
八
方
に
動
く
こ
と
を
い
う
。

『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
』
巻
第
一
(
『
大
正
蔵
』
八

・
二
一
七
C
)

は
、
地
動
の

方
向
に
よ
っ
て
、
東
踊
西
没
・
西
踊
東
没

・
南
踊
北
没

・
北
踊
南
没
・
辺
踊
中

没
・
中
踊
辺
没
に
分
け
る
。

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
巻
第
一
(
『
大
正
蔵
』
五
・
二

b
)
は
、
地
動
の
方
向

に
よ
っ
て
、
六
種
変
動
は
、
動
極
動
・
等
極
動
、
踊
極
踊

・
等
極
踊
、
震
極
震
・

等
極
震
、
撃
極
撃
・
等
極
撃
、
肌
極
肌

・
等
極
肌
、
爆
極
爆

・
等
極
爆
を
い
い
、

東
涌
西
没
・
西
涌
東
没
・
南
涌
北
没
・
北
涌
南
没

・
中
涌
辺
没
・
辺
涌
中
没
に
分

け
る
。な

お
釈
尊
の
一
生
に
お
い
て
、
六
回
大
地
が
震
動
し
た
こ
と
を

「六
時
動
」
と

い
う
。
一
般
的
に
入
胎
・
出
胎

・
成
道
・
転
法
輪

・
魔
の
請
い
を
入
れ
て
命
を
捨

て
よ
う
と
し
た
時

・
入
浬
繋
の
六
を
い
い
、
『
浬
繋
経
』
巻
第
二
で
は
入
胎
・
出

胎

・
出
家

・
成
道
・
転
法
輪
・
入
浬
繋
の
六
を
い
う
。

参
考
||

「
三
変
千
踊
」
に
つ
い
て

「三
変
」
は
、
『
法
華
経
』
見
宝
塔
品
第
十
一
(
『
大
正
蔵
』
九
・
二
三
石

ー

b
)
に
説
か
れ
る

「三
変
土
田
」
の
こ
と
を
い
う
。

「そ
の
時
に
、
こ
の
裟
婆
世
界
は
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
一
変
し
て
清
ら
か
に

な
っ
た
。
大
地
は
瑠
璃
で
で
き
て
お
り
、
宝
樹
が
お
ご
そ
か
に
こ
の
世
界
を
飾

り
、
黄
金
を
縄
に
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
八
つ
の
道
を
境
い
、
多
く
の
緊
落

・

村
々

・
都
城

・
大
海
・
大
河
・
山
や
川

・
林
や
草
木
の
茂
み
は
な
く
、
大
き
な
宝
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玉
の
よ
う
な
香
を
た
き
、
量
陀
羅
の
華
は
地
面
一
面
に
散
り
敷
き
、
宝
玉
づ
く
り

の
網
や
幕
が
懸
け
ら
れ
て
覆
わ
れ
て
お
り
、
多
く
の
宝
の
鈴
が
か
か
っ
て
い
た
。

し
ょ
ふ
ん
じ
ん

(
中
略
)
時
に
釈
迦
牟
尼
仏
、
所
分
身
の
諸
仏
を
容
受
せ
ん
と
欲
す
る
が
故
に
、

八
方
に
お
の
お
の
さ
ら
に
二
百
万
億
那
由
他
の
国
を
変
じ
て
、
み
な
清
浄
な
ら
し

め
た
も
う
。
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
お
よ
び
阿
修
羅
あ
る
こ
と
な
し
。
ま
た
諸
の

天

・
人
を
移
し
て
他
土
に
置
く
。
所
化
の
園
、
ま
た
瑠
璃
を
も
っ
て
地
と
な
し
、

ご
ん
じ
き

宝
樹
荘
厳
せ
り
。
樹
の
高
さ
五
百
由
旬
、
枝
・
葉

・
華

・
菓
、
次
第
に
厳
飾
せ

り
。
樹
下
に
み
な
宝
の
師
子
座
あ
り
。
高
さ
五
由
旬
、
種
種
の
諸
宝
、
も
っ
て

荘
校
と
な
す
。
(
中
略
)
釈
迦
牟
尼
仏
は
、
諸
仏
の
ま
さ
に
来
た
り
坐
し
た
も

う
べ
き
が
た
め
の
故
に
、
ま
た
、
八
方
に
お
い
て
お
の
お
の
さ
ら
に
二
百
万
億
那

由
他
の
国
を
変
じ
て
、
み
な
清
浄
な
ら
し
め
た
も
う
。
地
獄

・
餓
鬼
・
畜
生
お
よ

び
阿
修
羅
あ
る
こ
と
な
し
。
ま
た
諸
の
天

・
人
を
移
し
て
他
土
に
置
く
。
所
化
の

園
、
ま
た
瑠
璃
を
も
っ
て
地
と
な
し
、
宝
樹
荘
厳
せ
り
。
樹
の
高
さ
五
百
由
旬
、

枝
・
葉
・
華
・
葉
、
次
第
に
荘
厳
せ
り
。
樹
下
に
み
な
宝
の
師
子
座
あ
り
。
高
さ

五
由
旬
、
ま
た
大
宝
を
も
っ
て
こ
れ
を
校
飾
せ
り
。
(
中
略
)
そ
の
時
に
、
東

方
の
釈
迦
牟
尼
仏
の
所
分
の
身
の
、
百
千
万
億
那
由
他
恒
河
沙
等
の
国
土
の
な
か

の
諸
仏
の
、
各
各
に
説
法
し
た
ま
え
る
、
こ
こ
に
来
集
せ
り
。
か
く
の
ご
と
く
、

次
第
に
十
方
の
諸
仏
、
み
な
こ
と
ご
と
く
来
集
し
て
、
八
方
に
坐
し
た
も
う
。
そ

の
時
に
、
一
一
の
方
の
、
四
百
万
億
那
由
他
の
国
土
に
、
諸
仏
如
来
そ
の
な
か
に

遍
満
し
た
ま
え
り
。
」

多
宝
塔
を
供
養
さ
せ
、
多
宝
塔
内
の
多
宝
如
来
の
す
が
た
を
見
る
た
め
に
は
、

釈
尊
の
分
身
仏
を
十
方
世
界
か
ら
集
合
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
方
の
分
身

の
諸
仏
を
集
め
、
諸
仏
を
容
れ
る
た
め
に
は
裟
婆
世
界
を
浄
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
釈
尊
は
、
裟
婆
世
界
の
汚
れ
を
浄
化
し
続
い
て
八
方
の
二
百
万
億

那
由
陀
の
械
土
を
二
回
に
わ
た
っ
て
浄
化
し
、
清
浄
の
国
土
に
変
え
た
こ
と
を
い

旨つノ。
な
お
那
由
陀
は
イ
ン
ド
の
大
数
の
一
つ
で
、
十
の
十
一
乗
で

一
千
億
に
相
当
す

る
と
さ
れ
る
。

二
百
万
億
那
由
他
は
、
『
倶
舎
論
』
に
出
る
単
位
に
よ
れ
ば
、
二

百
万
×
一
億
×
一
千
億
で
、
二
×
十
の
二
十
五
乗
に
相
当
す
る
と
い
う
。

「千
踊
」
は
、
『
法
華
経
』
従
地
涌
出
品
第
十
五
(
『
大
正
蔵
』
九
・

三
九
C

|

四

O
a
)
に
説
か
れ
る
、
裟
婆
世
界
の
三
千
大
千
の
国
士
、
す
な
わ
ち
世
界
全
体

の
大
地
が
震
動
し
て
大
地
が
割
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
、
無
量
千
万
億
の
菩
薩
が
、

身
は
金
色
を
し
、
三
十
二
相
の
見
事
な
特
相
を
具
え
、
身
か
ら
光
を
放
っ
て
涌
出

し
た
こ
と
を
指
す
。
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他
の
国
土
か
ら
来
た
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
よ
り
多
い
者
が
、
仏
に
合
掌
し
て

「
世
尊
よ
、
世
尊
の
入
滅
後
、
わ
た
く
し
達
が
、
こ
の
裟
婆
世
界
で
精
進
し
て
、

『
法
華
経
』
を
護
持
し
、
読
請
し
、
書
写
し
、
供
養
し
、
広
く
説
き
ま
し
ょ
う
」

と
い
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
お
ま
え
た
ち
が
こ
の
経
を
護
持
す
る
必
要
は
な
い
。
裟
婆
世

界
に
は
六
万
の
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
に
等
し
い
菩
薩
が
い
る
。
こ
の
者
た
ち
が

経
を
供
養
し
護
持
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
釈
迦
牟
尼
仏
の
声
に
応
じ
て
、
「
仏
、

こ
れ
を
説
き
た
も
う
時
、
裟
婆
世
界
の
三
千
大
千
の
国
土
、
地
、
み
な
震
裂
し

て
、
そ
の
な
か
よ
り
無
量
千
万
億
の
菩
薩
摩
詞
薩
あ
っ
て
、
同
時
に
踊
出
せ
り
。

こ
の
諸
の
菩
薩
は
、
身
み
な
金
色
に
し
て
、
三
十
二
相
、
無
量
の
光
明
あ
り
。
先

よ
り
尽
く
こ
の
裟
婆
世
界
の
下
、
こ
の
界
の
虚
空
の
な
か
に
あ
っ
て
住
せ
り
。
こ

の
諸
の
菩
薩
、
釈
迦
牟
尼
仏
の
所
説
の
音
戸
を
聞
い
て
、
下
よ
り
発
来
せ
り
」
と

涌
出
し
た
こ
と
を
い
う
。

な
お
千
踊
の
踊
は
涌
に
通
じ
て
用
い
ら
れ
、

「踊
出
」
で
現
わ
れ
出
る
こ
と
を

い
い
、
「
踊
現
」
は
高
く
現
わ
れ
出
る
こ
と
を
い
う
。
踊
は
、
上
が
る
、
昇
る
を

い
v

つ。



(
9
)

こ
と
ご
と
く
一
切
を
し
て
、
あ
ま
ね
く
見
聞
す
る
こ
と
を
得
せ
し
む
H

「こ

と
ご
と
く
一
切
を
し
て
」
は
、
説
法
の
会
座
に
集
ま
っ
た
法
華
会
中
の
戸
間

・
縁

覚

・
菩
薩
の

「三
乗
」、
比
丘

・
比
丘
尼

・
優
婆
塞

・
優
婆
夷
の

「四
衆
」
、
お
よ

び
天

・
龍

・
夜
叉
・
乾
闇
婆

・
阿
修
羅

・
迦
楼
羅

・
緊
那
羅

・
摩
喉
羅
伽
の

「天

龍
八
部
衆
」
な
ど
の
聞
法
者
を
指
す
。

「あ
ま
ね
く
見
聞
す
る
こ
と
を
得
せ
し
む
」
は
、
奇
瑞
を
実
際
に
見
せ
た
り
、

説
法
を
聞
か
せ
た
り
し
て
信
仰
を
確
か
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て

一
旬
は
、
こ
う
し
て
、
法
華
会
中
の
三
乗
・
四
衆
・
天
龍
八
部
衆
な
ど

も
ん
ぼ
う

の
聞
法
者
を
始
め
、
あ
ま
ね
く
一
切
の
生
け
る
も
の
に
、
四
華
六
動
や
三
変
千
踊

な
ど
の
奇
瑞
を
実
際
に
見
せ
た
り
、
説
法
を
聞
か
せ
た
り
し
て
、
信
仰
を
確
か
な

も
の
と
す
る
と
同
時
に
、
真
実
の

一
仏
乗
に
導
き
入
れ
た
の
で
あ
る
、
の
意
を
い

〉つ。

野)

(
叩
)
秘
密
の
奥
蔵
を
発
く
、
こ
れ
を
称
し
て
妙
と
な
す
H

『
妙
法
蓮
華
経
』
の
経

題
の

「妙
」
は、

「秘
密
の
奥
蔵
を
発
く
」
こ
と
を
い
う
。

「
秘
密
」
は
、
一
般
的
に
、
凡
夫
に
は
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
深
遠
な

奥
義
、
奥
旨
を
い
う
。
あ
る
い
は
、
仏
が
直
接
に
明
示
し
て
説
か
ず
、
あ
る
隠
さ

れ
た
意
味
を
も
っ
て
説
く
こ
と
や
、
は
な
は
だ
奥
深
く
微
妙
な
の
で
衆
生
に
分
か

ら
せ
な
い
こ
と
や
、
仏
が
教
え
を
受
け
る
資
格
の
な
い
非
器
に
対
し
て
説
か
な
い

こ
と
を
い
う
。

天
台
教
判
の
秘
密
教
で
は
、
自
分
一
人
だ
け
が
仏
の
教
え
を
聞
い
て
い
る
と
思

わ
せ
る
こ
と
や
、
同
じ
教
え
を
聞
き
な
が
ら
了
解
の
し
か
た
が
異
な
り
、
そ
れ
を

互
い
に
知
ら
せ
な
い
よ
う
な
説
き
方
を
い
う
。

「
奥
」
は
、
深
遠
な
こ
と
を
い
う
。

「蔵
」
は
、
蔵
、
拠
り
所
、
教
え
が
集
積
さ
れ
た
蔵
、
教
え
の
蔵
を
い
う
。

「秘
密
の
奥
蔵
」
は
、
後
秦
の
僧
叡
の
『
妙
法
蓮
華
経
後
序
』
(
『
大
正
蔵
』

『法華玄義』の研究日(大

九

・
六
二
b
)
に
あ
る
よ
う
に
、
『
法
華
経
』
全
体
が
「
諸
仏
が
今
ま
で
秘
密
に

し
て
い
た
教
え
を
明
か
す
」
こ
と
、
つ
ま
り
、
『
法
華
経
』
全
体
が
秘
密
の
蔵
で

あ
る

一
乗
の
真
実
を
明
か
す
こ
と
を
意
味
す
る
。

秘
密
の
奥
蔵
は
、
『
法
華
経
』
で
は
、
法
師
品
第
十
に
「
こ
の
経
は
こ
れ
、
諸

仏
の
秘
要
の
蔵
な
り
」
(
『
大
正
蔵
』
九

・
コ二

b
)
と
秘
要
の
蔵
と
表
わ
さ
れ
、

信
解
品
第
四
に

「
一
切
の
諸
仏
の
秘
宝
の
法
は
、
た
だ
菩
薩
の
た
め
に
そ
の
実
事

を
述
べ
て

1
」
(
『
大
正
蔵
』
九
・
一
八
b
)
と
秘
宝
の
法
と
表
わ
さ
れ
、
妙
荘
厳

王
本
事
品
第
二
十
七
に

「そ
の
王
の
夫
人
は
、
諸
仏
集
三
味
を
得
て
、
よ
く
諸
仏

の
蔵
を
知
る
」
(
『
大
正
蔵
』
九

・
六
O
b
)
と
諸
仏
の
蔵
と
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

「発
」
は
、
開
と
同
義
、
開
く
こ
と
を
い
う
。

「妙
」
は
、
こ
と
ば
で
い
い
表
わ
し
た
り
心
で
推
し
量
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

超
え
て
勝
れ
た
不
可
思
議
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
秘
密
の
奥
義
、
す
な
わ
ち
一
仏

乗
を
開
く
こ
と
を
い
う
。

い
ろ
い
ろ
不
可
思
議
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
わ
た
し
と
い
う
人
間
が
存
在
す

る
と
い
う
事
柄
以
上
の
不
可
思
議
は
な
い
。
人
は
何
者
で
あ
る
か
と
い
う
、
人
の

本
質
そ
の
も
の
に
直
参
し
て
い
く
こ
と
が
、
不
可
思
議
で
あ
り
妙
そ
の
も
の
と
い

え
る
。従

っ
て

一
句
は
、
『
法
華
経
』
に
よ
れ
ば
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
人
は
勿
論
、

菩
薩
も
、
生
け
る
衆
生
は
こ
と
ご
と
く
そ
の
ま
ま
仏
に
救
い
取
ら
れ
る
存
在
で
あ

る
。
生
け
る
も
の
す
べ
て
が
仏
に
な
る
た
め
に
、
『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
は
、

生
け
る
も
す
べ
て
の
宗
教
的
な
素
質
や
能
力
や
性
質
に
応
じ
て
声
聞
・
縁
覚
・
菩

薩
の
三
乗
の
教
え
を
説
い
た
の
で
あ
っ
て
、
生
け
る
も
の
す
べ
て
が
仏
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る

一
仏
乗
の
教
え
に
至
る
方
便
が
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三

乗
の
教
え
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
だ
れ
も
が
仏
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
と
す
る
一
仏
乗
と
い
う
深
遠
な
教
え
の
蔵
を
、
『
法
華
経
』
が
初
め
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て
開
け
た
こ
と
が
、
超
え
て
勝
れ
た
不
可
思
議
で
あ
る
。
こ
の
超
え
て
勝
れ
た
不

可
思
議
を

「妙
」
と
い
う
、
の
意
を
い
う
。

参
考
|
|
「
秘
密
の
奥
蔵
」
に
つ
い
て

「秘
密
の
奥
蔵
」
は
、
後
秦
の
僧
叡
の
『
妙
法
蓮
華
経
後
序
』
の
冒
頭
に
、

「法

華
経
者
。
諸
仏
之
秘
蔵
。
衆
経
之
実
体
也
」
(
『
大
正
蔵
』
九

・
六
二
b
)
と
あ

る
。
『
法
華
経
』
は
『
法
華
経
』
全
体
が
、
諸
仏
が
今
ま
で
秘
し
て
き
た
秘
密
の

教
え
で
あ
り
、
数
多
あ
る
経
典
の
大
本
で
あ
る
と
い
う
。
開
三
顕
一
、
つ
ま
り
、

三
乗
は
一
仏
乗
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
方
便
で
あ
る
こ
と
を
打
ち
明
け
て
絶
対

の

一
仏
乗
を
顕
わ
す
こ
と
が
、
『
法
華
経
』
前
半
十
四
品
の
秘
密
の
教
え
、
諸
経

典
の
大
本
で
あ
り
眼
目
で
あ
る
。

法
師
品
に
は
、

「そ
の
時
に
仏
、
薬
玉
菩
薩
摩
詞
薩
に
告
げ
た
ま
わ
く
、
我
が

所
説
の
経
典
、
無
量
千
万
億
に
し
て
、
己
に
説
き
、
今
説
き
、
当
に
説
か
ん
。
し

か
も
そ
の
中
に
お
い
て
、
こ
の
法
華
経
、
最
も
こ
れ
難
信
難
解
な
り
。
薬
王
よ
、

こ
の
経
は
こ
れ
、
諸
仏
の
秘
要
の
蔵
な
り
。
分
布
し
て
、
妄
り
に
人
に
授
与
す
べ

か
ら
ず
。
諸
仏
世
尊
の
守
護
し
た
も
う
と
こ
ろ
な
り
。
昔
よ
り
こ
の
か
た
、
未
だ

お
ん
し
っ

か
つ
て
顕
説
せ
ず
。
し
か
も
こ
の
経
は
、
知
来
の
現
在
す
ら
、
な
お
怨
嫉
多
し
。

い
わ
ん
や
、
減
度
の
後
を
や
」
と
あ
る
。

『
法
華
経
』
は
、
今
ま
で
説
い
た
無
量
千
万
億
に
の
ぼ
る
経
典
の
う
ち
で
、
最

も
信
じ
が
た
く
、
理
解
し
が
た
い
経
典
で
あ
る
。
『
法
華
経
』
は
、
仏
だ
け
の
秘

密
の
教
え
で
あ
っ
て
、
分
か
ち
広
め
て
、
妄
り
に
人
に
授
け
て
は
な
ら
な
い
。

『
法
華
経
』
は
、
今
ま
で
に
明
ら
か
に
説
か
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
『
法

華
経
』
以
前
に
は
説
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
一
仏
乗
は
、
当
時
の
新
し
い
思
想

で
あ
り
、
一
仏
乗
の
根
拠
は
仏
性
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
だ
れ
も
が
仏
に
な
る
こ
と

が
で
き
る
と
す
る

一
仏
乗
の
教
え
は
、
当
時
は
受
け
入
れ
が
た
い
思
想
で
あ
り
、

他
の
人
々
か
ら
怨
み
や
嫉
妬
を
受
け
、
さ
ら
に
は
迫
害
を
受
け
る
に
至
っ
た
内
容

人間文化

で
あ
っ
た
。

『
法
華
経
』
が
説
か
れ
る
以
前
の
諸
経
の
う
ち
大
乗
仏
教
が
説
か
れ
る
以
前

は
、
声
聞
に
は
声
聞
の
教
え
を
、
縁
覚
に
は
縁
覚
の
教
え
を
、
菩
薩
に
は
菩
薩
の

教
え
が
説
か
れ
た
。
従
っ
て
、
声
聞

・
縁
覚

・
菩
薩
の
三
乗
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
修
行
の
道
を
経
て
、
阿
羅
漢

・
昨
支
仏
・
仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
教
え
で
あ
り
、
声
聞
は
阿
羅
漢
を
終
極
と
し
、
縁
覚
は
醇
支
仏
を
終
極
と

し
、
菩
薩
は
仏
を
終
極
と
し
た
。
だ
か
ら
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
人
は
、
決
し
て
仏

に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
し
、
仏
に
な
ろ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。

『
法
華
経
』
が
説
か
れ
る
以
前
の
諸
経
の
う
ち
大
乗
仏
教
が
説
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
人
は
声
聞
に
入
っ
て
声
聞
の
教
え
を
極
め
、
声
聞
の
教
え
を
極

め
た
上
で
縁
覚
に
入
っ
て
縁
覚
の
教
え
を
極
め
、
縁
覚
の
教
え
を
極
め
た
上
で
菩

薩
に
入
っ
て
菩
薩
の
教
え
を
極
め
、
自
利
行
だ
け
で
な
く
利
他
行
を
も
完
成
し
て

仏
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。

『
法
華
経
』
が
説
か
れ
る
以
前
の
大
乗
の
諸
経
で
は
、
人
は
声
聞
を
成
就
し
、

縁
覚
を
成
就
し
、
菩
薩
を
成
就
し
て
初
め
て
仏
と
な
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
の
で

あ
る
。
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『
法
華
経
』
は
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
人
は
勿
論
、
菩
薩

も
、
生
け
る
衆
生
は
こ
と
ご
と
く
そ
の
ま
ま
仏
に
救
い
と
ら
れ
、
仏
と
な
る
存
在

で
あ
る
と
す
る
。
す
べ
て
が
仏
に
な
る
た
め
に
、
生
け
る
も
の
の
宗
教
的
な
素
質

や
能
力
や
性
質
に
応
じ
て
、
声
聞

・
縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
の
教
え
が
説
か
れ
た
だ

け
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
が
仏
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
一
仏
乗
の
教
え
に
到

る
方
便
が
、

三
乗
の
教
え
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
戸
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三

乗
人
を
始
め
人
は
す
べ
て
そ
の
ま
ま
仏
に
救
い
取
ら
れ
、
仏
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
明
か
さ
れ
た
。

秘
密
の
奥
蔵
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
後
序
』
に
「
法
華
経
は
諸
仏
の
秘
蔵
で
あ



る
」
と
あ
り
、
『
法
華
経
』
法
師
品
に
「
諸
仏
の
秘
要
の
蔵
な
り
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
以
外
に
も
、
信
解
品
第
四
に
ご
切
の
諸
仏
の
秘
宝
の
法
は
、
た
だ
菩
薩
の

た
め
に
そ
の
実
事
を
述
べ
て

1
」
と
あ
る
。
秘
宝
の
法
は
た
だ
菩
薩
の
た
め
だ
け

に
、
こ
れ
ま
で
秘
密
と
し
て
き
た
真
実
を
明
か
す
と
述
べ
て
お
り
、
妙
荘
厳
王
本

事
品
第
二
十
七
に

「そ
の
王
の
夫
人
は
、
諸
仏
集
三
味
を
得
て
、
よ
く
諸
仏
の
蔵

を
知
る
」
と
あ
る
。
妙
荘
厳
王
の
浄
徳
夫
人
、
す
な
わ
ち
浄
蔵
と
浄
眼
二
王
子
の

母
は
、
多
く
の
仏
の
こ
と
を
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
統

一
力
で
あ
る
諸
仏
集

三
昧
を
得
て
い
た
。
こ
の
三
昧
で
、
諸
仏
の
教
え
の
秘
奥
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

と
あ
る
。

野)

つ
ま
り
、
『
法
華
経
』
全
体
が
秘
密
の
奥
蔵
で
あ
り
、
『
法
華
経
』
前
半
十
四
品

で
は
、
『
法
華
経
』
で
初
め
て
聞
き
明
か
し
た
、
開
三
顕
一
の
一
仏
乗
の
真
実

を
、
秘
密
の
奥
蔵
は
意
味
す
る
。

参
考
|

|

「
妙
」
と

「十
妙
」
に
つ
い
て

「妙
」
は
、
こ
と
ば
で
い
い
表
わ
し
た
り
心
で
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
な
い
不

可
思
議
を
い
う
。
『
法
華
玄
義
』
は
巻
第
二
上
、
巻
第
七
上
な
ど
に
、
十
種
の
超

え
勝
れ
た
不
可
思
議
を
、
「
十
妙
」
と
し
て
明
か
す
。

智
頭
は
、
『
法
華
経
』
の
経
題
、
す
な
わ
ち
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
な
か
の
最
初

の

「妙
」
の
一
宇
を
解
釈
し
て
、
こ
れ
に
十
種
の
意
味
が
合
ま
れ
て
い
る
と
し
、

迩
門
の
十
妙
、
本
門
の
十
妙
、
観
心
の
十
妙
を
説
い
た
。

ハ
門
「
迩
門
の
十
妙
」
は
、
『
法
華
経
』
の
前
半
の
十
四
品
、
特
に
方
便
品
の
、
す

べ
て
の
存
在
が
あ
り
の
ま
ま
に
あ
る
真
実
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
を
い
う

「諸
法
実
相
」
の
意
味
に
基
づ
き
、
蔵

・
通
・
別
の
三
教
や
、
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生

・
修
羅

・
人
間

・
天
上

・
声
聞

・
縁
覚

・
菩
薩
の
九
界
な
ど
の
権
(
方

便
)
を
、
円
教
や
仏
界
な
ど
の
実
(
真
実
)
と
対
比
す
る
と
、
権
は
組
末
な
態

み
よ
う

で
あ
り
、
実
は
超
え
勝
れ
て
い
る
妙
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
を
相
待
妙
と
い

「法華玄義」の研究日(大

〉つ。
ま
た
、
権
に
と
ら
わ
れ
る
心
を
聞
き
除
い
て
実
の
意
味
を
あ
ら
わ
せ
ば
、
権

は
権
即
実
と
し
て
実
に
収
め
ら
れ
る
か
ら
、
法
華

一
乗
で
は
、
権
実
共
に
妙
で

あ
る
と
す
る
。
こ
れ
を
絶
待
妙
と
い
う
。

法
華
の
妙
は
、
法
華
以
前
の
諸
経
の
島
に
比
較
し
て
の
相
待
的
な
妙
で
あ
る

と
共
に
、
相
待
を
絶
し
て
こ
と
ば
も
心
も
及
ば
な
い
絶
待
的
な
妙
で
あ
る
と
す

守

G

。川
境
妙
||
智
の
対
象
と
な
る
境
が
妙
で
あ
る
。

ω智
妙
|

|
観
照
す
る
智
慧
が
妙
で
あ
る
。

ω行
妙
|
|
悟
り
に
至
る
実
践
行
為
が
妙
で
あ
る
。

凶
位
妙
|
|
実
践
段
階
の
階
位
が
妙
で
あ
る
。

さ

ん

ぼ

う

み

ょ

う

き

ん

き

ω三
法
妙
|

!
真
性

・
観
照

・
資
成
の
三
軌
が
妙
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

境

・
智

・
行
の
三
妙
を
果
に
つ
い
て
い
え
ば
三
法
妙
で
あ
り
、
こ
れ
に
準

じ
て
三
道

・
三
識
・

三
仏
性
な
ど
の
十
種
の
三
法
も
ま
た
妙
で
あ
る
。

制
感
応
妙
||
衆
生
の
機
感
と
仏
の
応
用
、
す
な
わ
ち
導
か
れ
る
者
の
受
け

取
り
と
、
導
く
者
の
は
た
ら
き
と
が
あ
い
か
な
う
の
が
妙
で
あ
る
。

的
神
通
妙
|

|
仏
の
身
の
は
た
ら
き
の
身
業
が
妙
で
あ
る
。

側
説
法
妙
|

|
仏
の
口
の
は
た
ら
き
の
口
業
が
妙
で
あ
る
。

川
問
答
属
妙
||
仏
に
親
し
み
近
づ
い
て
、
恵
み
を
受
け
る
人
が
妙
で
あ
る
。

帥
利
益
妙
||
受
け
る
恵
み
や
効
果
が
妙
で
あ
る
。

同
「
本
門
の
十
妙
」
は
、
『
法
華
経
』
の
後
半
の
十
四
品
、
特
に
寿
量
品
の
開
迩

顕
本
の
意
に
基
づ
き
、
永
遠
の
根
元
仏
で
あ
る
久
遠
の
本
仏
の
妙
を
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
あ
る
。

川
本
因
妙
|

|
本
仏
を
因
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
修
め
た
因
が
妙
で
あ
る
。

ω本
果
妙
ー
ー
そ
の
因
に
よ
っ
て
得
た
本
仏
の
果
が
妙
で
あ
る
。
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ω本
国
土
妙
|

|
本
仏
が
所
在
す
る
国
土
が
妙
で
あ
る
。

川
刊
本
感
応
妙
ー
ー
ー
本
仏
の
悟
り
に
お
い
て
、
衆
生
を
救
う
は
た
ら
き
が
、
救

わ
れ
る
者
と
あ
い
か
な
っ
て
妙
で
あ
る
。

仙
川
本
神
通
妙
|

|
本
仏
が
悟
っ
た
最
初
に
、
衆
生
を
救
お
う
と
し
て
神
通
を

あ
ら
わ
し
た
の
が
妙
で
あ
る
。

仙
川
本
説
法
妙
|

|
本
仏
が
悟
っ
た
最
初
の
説
法
が
妙
で
あ
る
。

mw本
替
属
妙
ー
ー
ー
本
仏
に
よ
っ
て
本
初
に
導
か
れ
た
人
が
妙
で
あ
る
。

同
本
浬
繋
妙
|

|
本
仏
の
浬
繋
は
常
住
で
本
来
的
な
も
の
で
あ
り
、
人
を
導

く
た
め
に
示
現
す
る
浬
繋
と
は
異
な
る
こ
と
が
妙
で
あ
る
。

川
川
本
寿
命
妙
|

|
本
仏
は
、
長
短
不
同
の
寿
命
を
自
在
に
示
現
で
き
る
根
元

で
あ
る
か
ら
、
そ
の
寿
命
が
妙
で
あ
る
。

川

本

利

益

妙
ー
ー
そ
の
本
仏
の
与
え
る
恵
み
が
妙
で
あ
る
。

日

「観
心
の
十
妙
」
は
、
『
法
華
経
』
の
本
遁
二
門
に
説
か
れ
た
真
理
を
観
照

す
る
実
践
を
い
う
妙
観
に
お
け
る
十
妙
を
い
う
。

『
法
華
玄
義
』
に
は
詳
し
く
説
い
て
い
な
い
。
湛
然
が
十
不
二
門
を
説
い

た
の
は
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

(日
)
権
実
の
正
軌
を
示
す
、
ゆ
え
に
号
し
て
法
と
な
す
H

『
妙
法
蓮
華
経
』
の
経

題
の

「法
」
は、

「権
実
の
正
軌
を
一
示
す
」
こ
と
を
い
う
。

「権
実
」
は
、
権
と
実
と
を
い
う
。
権
は
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
た
、
声
聞
・

縁
覚
・
菩
薩
の
三
乗
の
仮
の
教
え
を
い
い
、
実
は
、
永
久
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い

究
極
的
な
真
実
の
教
え
、
す
べ
て
の
人
を
救
い
取
っ
て
仏
に
す
る

一
仏
乗
の
真
実

の
教
え
、
一
仏
乗
へ
の
道
を
い
う
。

「正
軌
」
の
軌
は
、
規
に
通
じ
、
法
と
同
義
。

「正
軌
」
は
正
し
い
規
範
、
正
し

い
筋
道
を
た
ど
る
道
理
が
あ
る
こ
と
、
正
し
い
認
識
の
仕
方
を
い
う
。

に

ん

じ

じ

し

ょ

う

き

し
よ
う
も
つ
げ

法
に
は
、
任
持
自
性
・
軌
生
物
解
が
あ
る
と
い
う
。
任
持
は
保
つ
こ
と
を
、
白

人間文化

性
は
そ
れ
自
体
の
固
定
的
不
変
な
独
自
の
本
性
を
い
い
、
軌
生
は
き
ま
り
が
理
解

を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
、
物
解
は
も
の
の
理
解
を
い
う
。
従
っ
て
「
任
持
自
性
・

軌
生
物
解
」
は
、
そ
れ
自
体
の
固
定
的
不
変
な
独
自
の
本
性
を
保
持
し
て
改
変
せ

ず
、
よ
く
規
範
と
な
っ
て
、
人
に
一
定
の
事
物
を
理
解
さ
せ
る
根
拠
と
な
る
も
の

を
い
う
。
正
軌
は
こ
れ
を
い
う
。

従
っ
て

「権
実
の
正
軌
」
は
、
権
と
実
と
い
う
正
し
い
道
理
、
方
便
と
真
実
と

い
う
正
し
い
道
理
を
い
い
、
『
法
華
経
』
以
外
が
説
く
三
乗
の
教
え
と
『
法
華

経
』
が
説
く
一
仏
乗
の
教
え
と
い
う
正
し
い
道
理
、
『
法
華
経
』
が
説
く

一
仏
乗

の
教
え
が
『
法
華
経
』
以
外
が
説
く
三
乗
の
教
え
を
す
べ
て
含
め
て
収
め
取
っ
て

し
ま
う
と
い
う
正
し
い
道
理
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
智
額
以
前
の
、
と
く
に
吉
蔵
な
ど
が
説
く
従
前
の
、
声
聞
か
ら
縁

覚
へ
、
縁
覚
か
ら
菩
薩
へ
、
菩
薩
か
ら
仏
へ
と
い
う
、
三
乗
か
ら
一
乗
に
至
る
と

す
る
間
違
っ
た
在
り
方
で
は
な
く
、
声
聞
は
戸
聞
の
ま
ま
、
縁
覚
は
縁
覚
の
ま

ま
、
菩
薩
は
菩
薩
の
ま
ま
、
つ
ま
り
三
乗
の
ま
ま
一
仏
乗
に
至
る
と
す
る
、
正
し

い
意
味
と
道
筋
を
示
す
こ
と
を
い
う
。

な
お

「正
」
は
、
川
如
実
、
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
あ
り
、

ω離
辺
、
極
端
を
離

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り

ω平
等
、
だ
れ
に
で
も
ど
こ
に
で
も
当
て
は
ま
る
こ
と

を
い
う
。

「法
」
は
、
仏
の
教
え
の
仏
法
、
教
法
、
正
法
を
い
う
。
法
の
語
は
す
べ
て
の

行
為
の
規
範
、
教
説
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
真
理
と
い
わ
れ
る
も
の
は
不
変
に
し

て
普
遍
な
る
真
実
の
道
理
で
あ
る
か
ら
、
法
と
よ
ば
れ
る
の
に
相
応
し
い
が
、
こ

の
真
理
を
説
い
て
い
る
の
が
仏
の
教
説
だ
か
ら
で
あ
る
。

『
法
華
経
』
の
法
は
、
権
実
の
正
軌
を
内
包
す
る

「諸
法
実
相
」
を
い
う
。
諸

法
実
相
は
、
存
在
す
る
す
べ
て
の
真
実
の
あ
る
が
ま
ま
の
す
が
た
を
い
い
、
現
象

界
の
す
べ
て
の
事
象
は
、
差
別
対
立
を
う
ち
に
含
み
な
が
ら
生
滅
を
繰
り
返
す
存
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在
で
あ
る
が
、
実
は
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
で
絶
対
の
真
実
の
す
が
た
で
あ
り
、
生
即

滅
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
い
い
、

「世
間
相
常
住
」「
常
自
寂
滅
相
」
を
い
う
。

「
世
間
の
相
常
住
な
り
」
は
、
『
法
華
経
』
方
便
品
第
二
(
『
大
正
蔵
』
九
・
九

b
)
に
あ
り
、
世
間
は
、
絶
え
間
な
く
生
滅
変
化
し
て
い
く
無
常
な
す
が
た
に
あ

る
が
、
そ
の
世
間
で
縁
起
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
存
在
は
す
べ
て
、
あ
る
が
ま

ま
に
あ
っ
て
、
本
来
の
不
変
の
真
実
を
顕
わ
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

こ
と
ば
を
換
え
れ
ば
、
仏
教
の
目
的
は
、
俗
世
間
の
有
り
様
か
ら
、
出
世
間
の

仏
の
世
界
に
行
く
こ
と
に
あ
る
。
俗
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
俗
と
は
違
う
天

龍
八
部
衆
な
ど
の
特
殊
な
も
の
が
存
在
す
る
世
界
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
世
間
相
は
俗
世
間
を
い
う
か
ら
、
世
間
相
常
住
を
い
う
に
は
、

一
旦

出
世
間
に
出
た
者
が
、
出
世
間
か
ら
俗
世
間
に
戻
る
以
外
に
世
間
相
常
住
を
い
う

こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
出
世
間
で
得
た
目
で
こ
の
俗
世
間
を
改
め
て
見
直

す
と
、
出
世
間
と
い
う
特
殊
な
有
り
様
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。
存
在
す
る
の

は
、
我
々
が
生
き
て
い
る
俗
の
、
こ
の
裟
婆
世
界
だ
け
で
あ
る
。
俗
も
真
も
、
す

べ
て
は
こ
の
裟
婆
世
界
の
出
来
事
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
裟
婆
世
界
以
外
に
、
ど
こ

に
も
真
実
の
世
界
は
存
在
し
な
い
。
す
べ
て
は
裟
婆
世
界
で
起
き
て
い
る
事
象
で

あ
り
、
起
き
て
い
る
事
象
以
外
に
真
実
は
な
い
。

つ
ま
り
、
我
々
の
目
の
前
に
真
実
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
に
真
実
は
存

在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
世
間
相
常
住
は
い
う
。

「
常
に
自
ら
寂
滅
の
相
な
り
」
は
、
『
法
華
経
』
方
便
品
第
二

(『
大
正
蔵
』

九
・
八
b
)
に
あ
り
、
存
在
す
る
も
の
は
す
べ
て
、
も
と
も
と
そ
の
ま
ま
で
お
の

ず
か
ら
本
来
の
浬
繋
の
境
地
の
す
が
た
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、

あ
る
が
ま
ま
に
存
在
す
る
も
の
は
す
べ
て
、

一
仏
乗
の
在
り
方
に
あ
り
、

声
聞
や

縁
覚
の
二
乗
や
、
そ
れ
に
菩
薩
を
加
え
た
三
乗
の
在
り
方
は
し
て
い
な
い
こ
と
を

い
F

つ。

「号
」
は
呼
ぶ
こ
と
、
唱
え
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
智
額
は
、
智
額
以
前
の
、
と
く
に
吉
蔵
な
ど
が
説
く
従
前

の
、
人
は
声
聞
か
ら
縁
覚
へ
、
縁
覚
か
ら
菩
薩
へ
、
菩
薩
か
ら
仏
へ
と
い
う
、

三

乗
の

一
つ
ひ
と
つ
の
境
地
を
順
序
に
完
成
し
て

一
仏
乗
に
至
る
と
す
る
在
り
方
は

間
違
っ
て
お
り
、
真
実
は
、
声
聞
は
声
聞
の
ま
ま
、
縁
覚
は
縁
覚
の
ま
ま
、
菩
薩

は
菩
薩
の
ま
ま
、
つ
ま
り
、

三
乗
の
ま
ま

一
仏
乗
に
至
る
と
す
る
の
が
正
し
い
意

味
と
道
筋
で
あ
る
と
す
る
。
正
し
い

一
仏
乗
へ
の
道
を
示
す
か
ら
、

「法
」
と
名

づ
け
る
。
法
は
存
在
す
る
す
べ
て
が
真
実
に
あ
る
、
あ
る
が
ま
ま
の
真
実
の
す
が

た
を
い
う

「諸
法
実
相
」
を
本
体
と
す
る
、
の
意
を
い
う
。

ご
ん

じ

っ

参
考
1
1
1

「権
と
実
」
に
つ
い
て

「権
」
は
権
謀
、
権
宜
の
意
で
、
一
時
的
な
か
り
そ
め
の
手
立
て
と
し
て
設
け

た
も
の
を
い
う
。
「実
」
は
真
実
不
磨
の
意
で
、
永
久
に
変
わ
る
こ
と
の
な
い
究

極
的
な

真

の
も
の
を
い
う
。

「
権
」
は
善
権
、
権
方
便
、
善
権
方
便
、
仮
、
権
仮
な
ど
と
も
い
う
。
「実
」
は

真、

真
実
と
も
い
う
。

合
わ
せ
て
権
実
、
真
仮
な
ど
と
い
い
、
対
照
的
に
権
教

・
実
教
、
権
智

・
実

智
、
権
人

・
実
人
な
ど
と
対
語
と
し
て
用
い
る
。

実
教
は
、
自
ら
の
悟
り
を
そ
の
ま
ま
打
ち
明
け
た
究
極
的
な
根
本
と
な
る
教
え

を
い
い
、
権
教
は
他
者
を
実
教
へ
導
く
た
め
の
手
立
て
と
し
て
設
け
ら
れ
、
実
教

に
到
達
す
れ
ば
廃
止
さ
れ
る
教
え
を
い
う
。

実
智
は
真
実
智
、
知
実
智
と
も
称
し
て
、

実
の
よ
う
に
も
の
ご
と
を
明
ら
か
に

知
る
智
を
い
い
、
権
智
は
方
便
智
と
も
称
し
て
、
他
を
導
く
た
め
に
手
立
て
と
し

て
起
こ
す
智
を
い
う
。

実
人
は
実
在
の
人
を
指
し
、
権
人
は
権
化
の
人
と
も
い
い
、
仏
・
菩
薩
な
ど
が

他
を
導
く
た
め
に
仮
に
人
や
天
の
す
が
た
を
取
っ
た
も
の
を
い
う
。
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第21号

天
台
教
学
で
は
、
『
法
華
経
』
に
説
く
円
教
を
実
教
と
し
、
『
法
華
経
』
以
外
の

諸
経
の
教
説
、
す
な
わ
ち
仏
が
衆
生
教
化
に
あ
た
っ
て
用
い
た
教
法
の
内
容
で
あ

る
化
法
の
四
教
の
う
ち
の
(
三
)
蔵
教
・
通
教
・
別
教
の
三
教
を
権
教
と
す
る
。

権
と
実
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

三
権

一
実
と
い
う
。

三
権
一
実
は
、
声
聞
と
縁

覚
の
二
乗
や
こ
れ
に
菩
薩
を
加
え
た
三
乗
は
、
釈
尊
四
十
余
年
の
教
化
教
導
の
方

便
に
よ
っ
て
、
生
け
る
衆
生
の
機
根
に
差
別
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
二
乗
も

三
乗
も
そ
の
ま
ま
一
仏
乗
に
帰
入
し
、
中
道
の
実
現
に
入
る
こ
と
に
な
る
。
権
は

直
ち
に
実
と
な
り
、
権
実
一
体
と
な
る
こ
と
、
あ
た
か
も
蓮
の
花
と
蓮
の
実
が
同

時
同
所
に
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
例
え
が
蓮
華
の
三
轍
で
あ
る
。

蓮
華
の
三
喰
は
、
迩
門
の
秘
密
の
奥
蔵
を
、
為
実
施
権
・
開
権
顕
実
・
廃
権
立
実

の
三
喰
で
示
す
。

『
法
華
経
』
の
前
半
の
十
四
品
で
初
め
て
権
が
権
で
あ
る
理
由
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
真
実
が
顕
わ
さ
れ
た
と
す
る
。
権
教
と
実
教
と
は
、
仏
の
悟
り
そ
の
も
の
か

ら
い
え
ば
平
等
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
権
実
同
体
と
い
い
、
仏
が
衆
生
を
教
化

す
る
は
た
ら
き
か
ら
い
え
ば
、
権
教
と
実
教
と
は
修
行
も
悟
る
と
こ
ろ
も
異
な
る

と
し
て
、
こ
れ
を
権
実
異
体
と
い
う
。

(
ロ
)
久
遠
の
本
果
を
指
す
、
こ
れ
を
喰
う
る
に
蓮
を
も
っ
て
す
H

『妙
法
蓮
華

経
』
の
経
題
の
「
蓮
」
は
、
「
久
遠
の
本
果
を
指
す
」
こ
と
を
い
う
。

「
久
遠
」
は
、
無
始
の
永
遠
の
過
去
を
い
う
。

「
本
果
」
は
、
本
仏
の
直
接
的
な
原
因
に
よ
る
果
報
を
い
う
。
本
門
の
仏
の
果

報
は
、
真
性
・
観
照
・
資
成
の
三
徳
を
い
い
、
真
性
・
観
照
・
資
成
の
三
徳
を
具

え
た
本
仏
を
い
う
。

「
真
性
」
は
、
法
性
真
如
と
同
義
。
宇
宙
の
す
べ
て
の
現
象
が
も
っ
て
い
る
真

実
不
変
の
本
性
、
つ
ま
り
、
一
切
は
み
な
空
と
観
る
諸
法
実
相
を
い
う
。

こ
と
ば
を
換
え
れ
ば
、
『
大
智
度
論
』
巻
第
三
十
二
に
よ
れ
ば
、
諸
法
に
各
各

人間文化

相
、
つ
ま
り
現
象
の
差
別
的
な
相
と
実
相
と
が
あ
り
、
各
各
相
は
、
例
え
ば
蝋
を

火
に
あ
て
れ
ば
溶
け
て
し
ま
っ
て
、
以
前
の
相
を
失
う
よ
う
に
、
固
定
的
な
も
の

で
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
分
別
し
て
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
遂
に
不
可
得
で
あ
る
。
不

可
得
で
あ
る
か
ら
空
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
空
で
あ
る
こ
と
が
諸
法
の
実
相
で
あ
る

と
説
き
、
空
で
あ
る
こ
と
が
す
べ
て
の
差
別
相
に
つ
い
て
み
な
同

一
で
あ
る
か
ら

そ
の
意
味
で
如
と
い
い
、
す
べ
て
の
相
が
同
じ
く
空
に
帰
す
る
と
い
う
意
味
で
、

空
を
法
性
と
名
づ
け
る
と
す
る
。
真
性
は
こ
れ
を
い
う
。

「
観
照
」
は
、
観
照
般
若
を
い
う
。
観
照
般
若
は
、
一
切
の
存
在
す
る
事
象
の

真
実
絶
対
の
す
が
た
で
あ
る
実
相
を
観
照
し
て
知
り
抜
く
智
慧
を
い
う
が
、
観
照

は
、
こ
の
観
照
般
若
の
智
慧
で
観
じ
て
、
明
ら
か
に
知
る
こ
と
を
い
う
。

「資
成
」
は
、
智
慧
の
作
用
の
も
と
に
な
る
一
切
の
修
行
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
仏
は
、
近
く
す
が
た
形
を
顕
わ
し
た
肉
身
の
釈
尊
が
終
極
で

は
な
い
。
肉
身
の
釈
尊
の
本
仏
は
、
菩
薩
と
し
て
誓
願
を
成
就
し
て
久
遠
の
昔
に

成
仏
し
て
い
る
。
本
仏
と
な
る
直
接
的
な
原
因
で
あ
る

一
切
の
修
行
の
な
か
で
、

一
切
は
み
な
空
と
観
、
諸
法
実
相
を
明
ら
か
に
観
る
観
照
般
若
の
智
慧
と
い
う
果

報
、
す
な
わ
ち

「真
性
」
「
観
照
」
「
資
成
」
と
い
う
本
仏
の
果
報
を
得
て
い
る
。

こ
の
仏
の
本
果
を
明
か
す
の
を
、
ハ
ス
の
果
実
で
あ
る
蓮
子
に
喰
え
る
の
で
あ

る
、
の
意
を
い
う
。

参
考
|

|

「真
性

・
観
照
・
資
成
の
三
軌
」
に
つ
い
て

天
台
教
学
で
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
経
題
の

「
妙
」
を
解
釈
す
る
に
は
、
十
妙

さ
ん
ぽ
う
み
よ
う

に
よ
る
。
そ
の
迩
門
の
十
妙
の
う
ち
の
第
五
に

三
法
妙
と
呼
ば
れ
る
三
種
の
軌

範
が
あ
る
。
三
法
妙
は
、
真
性
・
観
照
・
資
成
の
三
軌
が
妙
で
あ
る
こ
と
を
い

う
。
す
な
わ
ち
境
・
智
・
行
の
三
妙
を
果
に
つ
い
て
い
え
ば
三
法
妙
で
あ
る
。

し
ん
し
ょ

ヲ
き

川
真
性
軌
||
一
切
は
皆
空
と
観
る
、
偽
り
で
な
い
不
変
の
諸
法
実
相
と
い
う

対
象
の
真
理
性
を
い
う
。
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ω観
照
軌
|

|
迷
情
を
打
破
し
、
真
理
を
顕
わ
す
智
慧
の
作
用
を
い
う
。

ω資
成
軌
|
|
観
照
の
智
用
、
す
な
わ
ち
智
慧
の
作
用
の
も
と
に
な
る
万
行

・

一
切
の
修
行
を
い
う
。

あ

ん

ま

ら

し

き

こ
れ
に
準
じ
て
苦
道

・
煩
悩
道

・
業
道
の
「

三
道
」
、
奄
摩
羅
識

・

あ

り

や

し

き

あ

だ

な

し

き

阿
繋
耶
識
・
阿
陀
那
識
の
「
一二識
」、
正
因
仏
性

・
了
因
仏
性
・
縁
因
仏
性
の

「三
仏
性
」、
実
相
般
若

・
観
照
般
若
・
文
字
般
若
の

「三
般
若
」
、
実
相
菩
提

・

実
智
菩
提

・
方
便
菩
提
の

「三
菩
提
」
、
理
乗

・
随
乗

・
得
乗
の
「
三
大
乗
」
、
法

さ
ん
じ
ん

身
・
報
身

・
応
身
の
「
三
身
」
、
性
浄
浬
繋

・
円
浄
浬
繋

・
方
便
浄
浬
繋
の

「三

浬
繋
」
、
法
宝

・
仏
宝

・
僧
宝
の
「
三
宝
」
、
法
身
・
般
若
・
解
脱
の
コ
ニ
徳
」
の

十
種
の
三
法
も
ま
た
妙
で
あ
る
と
す
る
。
『
法
華
玄
義
』
巻
第
五
下
を
参
照
の
こ

、
戸
」
。

野)

(
日
)
不
二
の
円
道
に
会
す
、
こ
れ
を
誓
う
る
に
華
を
も
っ
て
す
リ
『
妙
法
蓮
華

経
』
の
経
題
の

「華
」
は
、
「
不
二
の
円
道
に
会
す
」
こ
と
を
い
う
。

「
不
二
」
は
、
異
な
ら
な
い
こ
と
、
閉
じ
こ
と
、
同
体
、
二
つ
の
も
の
の
対
立

が
な
い
こ
と
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
一
面
で
は
、
『
法
華
経
』
の
序
品
第
一
か
ら
安
楽
行
品
第
十
四
ま

で
の
、
前
半
の
迩
門
で
は
、
開
三
顕
一
、
人
は
す
べ
て
一
仏
乗
の
教
え
に
救
い
摂

ら
れ
て
仏
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
か
ら
声
聞

・
縁
覚

・
菩
薩
の
三
乗
は

一
仏
乗
に
至
る
途
中
の
方
便
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
顕
わ
せ
ば
、
三
乗
人
は

す
べ
て
そ
の
ま
ま

一
仏
乗
に
含
め
収
め
ら
れ
て
、
二
な
く
同
体
と
な
る
こ
と
を
い

P
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他
面
で
は
、
『
法
華
経
』
の
従
地
涌
出
品
第
十
五
か
ら
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二

十
八
ま
で
の
、
後
半
の
本
門
で
は
、
開
迩
顕
本
、
肉
身
の
釈
尊
を
通
し
て
顕
ら
か

に
し
た
一
仏
乗
の
久
遠
実
成
の
仏
釈
尊
も
、
本
仏
が
応
身
の
か
た
ち
で
裟
婆
世
界

に
迩
を
垂
れ
た
眼
前
の
釈
尊
も
、
二
な
く
同
体
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「
円
道
」
は
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
が
相
互
に
融
け
合
っ
て
円
融
し
た
真
実
の

道
を
い
う
。

こ
こ
で
は
、
蔵

・
通

・
別
の
三
教
、
つ
ま
り
声
聞

・
縁
覚

・
菩
薩
の
三
乗
の
教

え
は
、
真
実
の

一
仏
乗
に
至
る
方
便
に
過
、
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
聞
き
顕
わ
せ

ば
、
一
切
は
そ
の
ま
ま
一
仏
乗
に
包
摂
さ
れ
帰
着
し
、
久
遠
の
昔
に
本
地
で
成
仏

し
て
い
る
本
門
の
本
仏
釈
尊
も
、
近
く
こ
の
世
に
す
が
た
形
を
顕
わ
し
た
迩
仏
釈

尊
も
、
二
で
は
な
く
て

一
と
も
い
え
な
い
ほ
ど
の
絶
対
の

一
で
、
同
一
で
あ
る

と
い
う
円
か
な
道
程
に
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「会
」
は
、
よ
く
こ
と
わ
り
を
会
得
し
理
解
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、

帰
着
す
る
こ
と
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
『
法
華
経
』
前
半
の
迩
門
で
は
、
人
は
す
べ
て
そ
の
ま
ま
一

仏
乗
の
教
え
に
救
い
摂
ら
れ
て
仏
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。
従
っ
て
、
声

聞

・
縁
覚

・
菩
薩
の
三
乗
の
教
え
は
一
仏
乗
に
含
め
収
め
ら
れ
る
か
ら
、
三
乗
は

一
仏
乗
と
同
体
で
あ
り
、
『
法
華
経
』
後
半
の
本
門
で
は
、

一
仏
乗
の
久
遠
実
成

の
本
仏
釈
尊
も
、
本
仏
が
応
身
の
か
た
ち
で
裟
婆
世
界
に
迩
を
垂
れ
た
現
前
の
釈

尊
も
同
体
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
権
と
実
、
迩
と
本
と
が
融
合
し
て
、

空

・
仮
・
中
の
三
諦
が
相
互
に
融
け
合
っ
て
円
融
し
た
真
実
の
道
に
帰
着
す
る
。

こ
れ
を
、
ハ
ス
の
花
が
開
い
て
ハ
ス
の
果
実
で
あ
る
蓮
子
が
現
わ
れ
る
、
蓮
の
華

に
警
え
る
の
で
あ
る
、
の
意
を
い
う
。

参
考
|

|

「
円
融
三
諦

・
三
諦
円
融
」
に
つ
い
て

空

・
仮

・
中
の
三
観
の
な
か
の
一
つ
、
空
観
は
、
現
象
世
界
を
否
定
的
に
扱
っ

て
一
切
を
空
と
観
察
す
る
こ
と
を
い
い
、
仮
観
は
、
現
象
世
界
を
肯
定
的
に
と
ら

え
て
仮
と
観
察
す
る
こ
と
を
い
い
、
中
観
は
、
空
と
仮
の
両
者
が
共
に
具
わ
っ
て

初
め
て
真
理
を
体
得
し
得
る
と
捉
え
て
、

一
思
い
に
一
時
に
、
空
も
仮
も
一
で
あ

る
と
観
察
す
る
こ
と
を
い
う
。
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「
円
融
三
諦
・

三
諦
円
融
」
は
、
空
・
仮
・
中
の
三
諦
が
互
い
に
融
け
合
い
、

同

一
時
に
成
立
し
空
・
仮
・
中
の
三
諦
の
お
の
お
の
が
他
の
二
諦
を
含
め
る
こ
と

を
い
う
。

人間文化

す
な
わ
ち
空
・
仮
・
中
の
三
諦
は
、
前
の
空
諦
と
仮
諦
と
の
二
諦
が
現
象
面
に

つ
い
て
、
中
諦
は
本
体
面
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
真
理
と
考
え
る
の
が

隔
歴
三
諦
で
あ
る
が
、
円
融
三
諦
は
、
こ
の
隔
歴
三
諦
に
対
し
て
、
空
・
仮
・

中
そ
れ
ぞ
れ
の

一
諦
の
う
ち
に
三
諦
を
具
え
て
区
別
な
く
、
三
者
相
互
に
融
け

合
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

円
融
は
、
隔
歴
が
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
が
互
い
に
隔
て
が
あ
っ
て
、
別
々
で
あ
る

こ
と
を
い
う
の
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
が
、
そ
の
立
場
を
保
ち
な
が
ら
完

全
に
一
体
と
な
っ
て
、
互
い
に
融
け
合
い
、
妨
げ
の
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
相
即
相

入
を
い
う
。

こ
の
三
諦
の
真
理
を
観
法
に
よ
っ
て
体
得
す
る
の
が
三
観
で
、

今
も
ち
合
わ
せ

て
い
る
こ
の
心
が
そ
の
ま
ま
円
融
三
諦
で
あ
る
と
い
う
。
だ
か
ら
円
教
で
い
う

「
中
」
は
当
然
、
空
・
仮
・
中
の
三
つ
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
空
・
仮
・
中

の
三
諦
に
関
し
て
、
そ
の
本
体
は
唯

一
で
あ
っ
て
、
互
い
に
他
を
具
え
て
円
満

し
、
空
諦
そ
の
ま
ま
が
仮
諦
・
中
諦
で
あ
り
、
仮
諦
そ
の
ま
ま
が
空
諦
・
中
諦
で

あ
り
、
中
諦
そ
の
ま
ま
が
空
諦
・
仮
諦
で
あ
る
と
説
く
。

な
お
、
円
融
三
観
は
、

一
心
三
観
と
も
い
い
、

一
念
の
心
が
す
な
わ
ち
円
融
三

諦
で
あ
る
と
観
じ
る
、
す
べ
て
の
事
象
や
存
在
が
そ
の
ま
ま
相
対
的
思
惟
を
超
え

た
絶
対
的
な
理
法
に
か
な
う
こ
と
を
体
得
す
る
こ
と
を
い
う
。

(
M
)

声
、
仏
事
を
な
す
、
こ
れ
を
称
し
て
経
と
な
す
U

『
妙
法
蓮
華
経
』
の
経
題

の

「経
」
は、

「声
、
仏
事
を
な
す
」
こ
と
を
い
う
。

こ

ん

〈

「声
」
は
金
口
を
い
う
。
金
口
は
金
色
の
口
の
意
で
、
仏
の
口
を
い
う
。
転
じ

て
釈
尊
の
説
法
を
い
う
。

「
仏
事
」
は
、
仏
に
な
っ
た
悟
り
の
上
で
の
仕
事
、
仏
が
な
す
べ
き
仕
事
、
す

な
わ
ち
、
仏
の
教
化
、
衆
生
を
救
う
事
業
活
動
、
所
作
、
衆
生
済
度
を
い
う
。

「
声
、
仏
事
を
な
す
」
は
、
裟
婆
世
界
に
お
い
て
は
、
声
が
仏
が
な
す
べ
き
仕

事
で
あ
り
、
衆
生
救
済
の
活
動
を
な
す
こ
と
を
い
う
。

つ
ま
り
、
衆
生
救
済
の
た

め
に
仏
の
説
法
が
あ
る
が
、
こ
の
説
法
が
仏
の
声
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
仏

が
な
す
べ
き
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

「
経
」
は
、
仏
の
金
口
で
説
か
れ
た
教
え
を
、
釈
尊
教
化
教
導
の
四
十
九
年
間

に
聞
い
た
ま
ま
結
集
し
、
総
称
し
た
も
の
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
肉
身
の
仏
釈
尊
の
金
口
の
は
た
ら
き
は
、
説
法
で
あ
る
。
声

に
よ
る
説
法
に
よ
っ
て
衆
生
教
化
を
す
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
を
結
集
し
、
総
称

し
て
経
と
す
る
の
で
あ
る
、
の
意
を
い
う
。

参
考
|
|
「
音
声
、
仏
事
を
な
す
」
に
つ
い
て

「
音
声
」
は
、
音
や
騒
音
や
声
や
発
音
さ
れ
た
こ
と
ば
を
い
う
。

「
仏
事
」
は
、
仏
が
な
す
べ
き
仕
事
、
す
な
わ
ち
仏
が
衆
生
を
救
い
、
教
化
教

導
す
る
事
業
活
動
を
い
う
。

仏
教
で
は
、
香
り
や
光
な
ど
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
る
世
界
も

想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
裟
婆
世
界
で
は
、
声
が
説
法
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
衆
生
救
済
の
た
め
に
仏
の
説
法
が
あ
る
が
、
こ
の
説
法
が
声
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
こ
と
を
、
「
音
声
、
仏
事
を
な
す
」
は
い
う
。
つ
ま
り
、
裟
婆
世
界
に
お

い
て
は
、
仏
が
な
す
べ
き
仕
事
は
他
の
方
法
に
よ
ら
ず
、
た
だ
音
声
に
よ
っ
て
説

お
ん
じ
よ
う
ぶ
つ
じ

法
す
る
こ
と
に
あ
り
、
衆
生
救
済
の
活
動
を
な
す
の
で
、
こ
れ
を

「音
声
仏
事
」

と
も
い
う
。

音
声
仏
事
に
つ
い
て
は
、
『
摩
詞
止
観
』
巻
第
七
下
に
、

「も
し
耳
の
な
か
よ
り

び

大
(
白
牛
)
車
を
得
る
は
、
多
く
音
声
を
用
い
て
仏
事
を
な
す
。
鼻
の
な
か
に

ぜ

っ

し

ん

て

ん

ね

は
香
を
用
い
、
舌
の
な
か
に
は
味
を
用
い
、
身
の
な
か
に
は
天
衣
を
用
い
、
意
の
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な
か
に
は
寂
滅
を
用
い
、
一
根
の
仏
事
は
互
い
に
諸
根
に
通
ず
」
(
『
大
正
蔵
』
四

六
・

一
O
一
b
)
と
あ
り
、
法
雲
の
『
法
華
義
記
』
巻
第
八
に
、

「か
つ
、
裟
婆

世
界
は
多
く
音
声
を
も
っ
て
仏
事
と
な
す
。
こ
の
故
に
観
世
音
に
従
っ
て
名
を
受

け
る
」
(
『
大
正
蔵
』
コ
コ
一
了
六
七
八

a)
と
あ
り
、
吉
蔵
の
『
法
華
玄
論
』
巻
第

十
に
、

「三
に
は
、
裟
婆
は
音
声
を
も
っ
て
仏
事
を
な
す
」
(
『
大
正
蔵
』
三
四
・

四
四
九

a)
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
経
論
書
に
先
立
つ
『
維
摩
経
』
巻
下
(
『
大
正
蔵
』
一

・
五
五
三

c

|
五
五
四

a)
に
は
、
も
ろ
も
ろ
の
仏
国
土
に
お
け
る
仏
の
仕
事
に
つ
い
て
、
阿

こ
う
は
ん

難
の
「
未
曾
有
な
り
。
世
尊
よ
。
か
く
の
ご
と
き
香
飯
の
よ
く
仏
事
を
な
す
こ
と

よ
」
と
い
う
こ
と
ば
に
応
え
て
、
仏
が
次
の
よ
う
に
説
く
。

「か
く
の
ご
と
し
。
か
く
の
ご
と
し
。
阿
難
よ
、
あ
る
い
は
仏
土
に
し
て
、
仏

の
光
明
を
も
っ
て
仏
事
を
な
す
あ
り
。
諸
菩
薩
を
も
っ
て
仏
事
を
な
す
あ
り
。
仏

の
化
す
る
と
こ
ろ
の
人
を
も
っ
て
仏
事
を
な
す
あ
り
。
菩
提
樹
を
も
っ
て
仏
事
を

な
す
あ
り
。
仏
の
衣
服
・
臥
具
を
も
っ
て
仏
事
を
な
す
あ
り
。
飯
食
を
も
っ
て
仏

お
ん
り
ん

事
を
な
す
あ
り
。
園
林
・
台
観
を
も
っ
て
仏
事
を
な
す
あ
り
。
三
十
二
相

・
八
十

ず
い
ぎ
ょ
う
こ
う

随
形
好
を
も
っ
て
仏
事
を
な
す
あ
り
。
仏
身
を
も
っ
て
仏
事
を
な
す
あ
り
。
虚

空
を
も
っ
て
仏
事
を
な
す
あ
り
。
衆
生
は
、
ま
さ
に
こ
の
縁
を
も
っ
て
律
行
に
入

る
を
得
ベ
し
。
夢

・
幻
・
影
・
響

・
鏡
中
の
像
・
水
中
の
月
・
熱
時
の
炎
、
か

く
の
ご
と
き
な
ど
の
轍
を
も
っ
て
仏
事
を
な
す
あ
り
。
音
声

・
語
言

・
文
字
を

も
っ
て
仏
事
を
な
す
あ
り
。
あ
る
い
は
清
浄
な
仏
土
の
寂
実
な
る
あ
り
。
無

言
・
無
説
・
無
示
・
無
識
・
無
作

・
無
為
に
し
て
し
か
も
仏
事
を
な
す
。
か
く
の

ご
と
く
、
阿
難
よ
、
諸
仏
の
威
儀
・
進
止
あ
り
。
も
ろ
も
ろ
の
施
為
す
る
と
こ

ろ
、
仏
事
に
あ
ら
ざ
る
な
し
。
阿
難
よ
、
こ
の
四
魔

・
八
万
四
千
の
諸
煩
悩
門
あ

り
て
、
諸
衆
生
は
こ
れ
が
た
め
に
疲
労
す
。
諸
仏
は
す
な
わ
ち
こ
の
法
を
も
っ
て

仏
事
を
な
す
。
こ
れ
を
『
一
切
諸
仏
法
の
門
に
入
る
』
と
名
づ
く
」
と
あ
る
。

び

や

り

『
維
摩
経
』
菩
薩
行
品
第
十
一
か
ら
は
、
舞
台
が
維
摩
の
方
丈
か
ら
毘
耶
離
城

あ

ん

ら

の
蓄
羅
樹
園
に
戻
る
。
維
摩
は
、
文
殊
と
と
も
に
蓄
羅
樹
園
の
仏
の
も
と
に
至

る
。
仏
は
、
維
摩
の
方
丈
に
お
け
る
衆
生
済
度
の
営
み
が
す
べ
て
真
実
で
あ
る
こ

と
を
証
明
し
、
一
切
の
事
物
が
悉
く
衆
生
を
利
益
す
る
仏
事
で
あ
る
と
説
く
。

仏
の
光
明
も
、
諸
菩
薩
も
、
仏
の
化
す
る
と
こ
ろ
の
人
も
、
菩
提
樹
も
、
仏
の

衣
服

・
臥
具
も
飯
食
も
、
園
林
・
台
観
も
、
三
十
二
相

・
八
十
随
形
好
も
、
仏
身

も
、
虚
空
も
、
夢

・
幻

・
影

・
響
・
鏡
中
の
像

・
水
中
の
月

・
熱
時
の
炎
、
か

く
の
ご
と
き
な
ど
の
喰
え
も
、
音
声
や
語
言
や
文
字
も
、
清
浄
な
仏
土
の
寂
実

も
、
無
言

・
無
説
・
無
示
・
無
識
・
無
作
・
無
為
も
、
諸
仏
の
威
儀

・
進
止

・
施

為
も
、
ま
し
て
や
、
煩
悩
魔
・
陰
魔
・
死
魔
・
他
化
自
在
天
魔
の
四
魔
・
八
万
四

千
の
諸
煩
悩
門
も
、
す
べ
て
が
仏
事
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
順
境
は

勿
論
、
逆
境
に
あ
っ
て
も
、
順
境
に
変
え
る
の
が
仏
の
仕
事
で
あ
る
。

僧
肇
の
『
注
維
摩
経
』
巻
九
で
、
鳩
摩
羅
什
は
仏
事
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

説
い
て
い
る
。
「
仏
事
に
三
種
あ
り
。
一
に
は
善
を
も
っ
て
す
。
光
明
・
神
力
・

説
法
な
ど
こ
れ
な
り
。

こ
に
は
無
記
。
虚
空
こ
れ
な
り
。

一こ
に
は
不
善
を
も
っ
て

す
。
八
万
四
千
の
煩
悩
こ
れ
な
り
。
誓
え
ば
、
薬
師
の
あ
る
い
は
良
薬
を
も
っ

て
、
あ
る
い
は
毒
薬
を
も
っ
て
人
の
病
を
治
す
る
が
ご
と
し
。
仏
も
ま
た
か
く
の

ご
と
し
。
煩
悩
を
も
っ
て
す
る
は
仏
の
愛
を
も
っ
て
難
陀
を
度
し
、
膿
憲
し
て
悪

竜
を
化
し
た
も
う
」
(
『
大
正
蔵
』
三
八

・
四
O
四
C
)

と
あ
る
。

香
飯
は
た
ん
な
る
飯
で
は
な
い
。
宇
宙
に
存
在
す
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
は

香
飯
で
な
い
も
の
は
な
い
。
一
切
は
仏
で
あ
り
、
一
切
は
仏
事
で
あ
る
。

仏
の
光
明
や
、
諸
の
菩
薩
や
、
仏
が
作
っ
た
人
や
、
仏
の
勝
れ
た
特
相
で
あ
る

三
十
二
相
や
八
十
種
の
容
姿
や
、
仏
身
や
、
清
浄
な
仏
土
の
寂
実
や
、
諸
仏
の
威

儀

・
進
止
・
施
為
は
、

一
の
善
で
あ
る
。

菩
提
樹
や
、
仏
の
衣
服
・
臥
具
や
、
飯
食
や
、
樹
園

・
森
林

・
物
見
台
や
、
虚
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か
げ
ろ
う

空
や
、
夢

・
幻

・
影

・
響

・
鏡
中
の
像
・
水
中
の
月
・
熱
時
の
炎
な
ど
の
喰
え

や
、
音
声

・
語
言

・
文
字
や
、
無
一
言
・
無
説

・
無
示
・
無
識

・
無
作

・
無
為
は
、

二
の
無
記
で
あ
る
。

そ
し
て
、
煩
悩
魔

・
陰
魔

・
死
魔
・
他
化
自
在
天
魔
の
四
魔
や
八
万
四
千
を
数

え
る
煩
悩
門
は
、
三
の
不
善
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
善
も
不
善
も
無
記
も
、
あ
ら
ゆ
る
一
切
が
仏
事
で
あ
り
、
仏
事
で
な

い
も
の
は
な
い
。
仏
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
自
在
に
駆
使
し
て
、
衆
生
を
教
化
教
導

す
る
の
で
あ
る
。
仏
事
は
、
こ
れ
を
い
う
。

仏
事
は
、
裟
婆
世
界
の
あ
る
ゆ
る
こ
と
を
い
う
が
、
『
注
維
摩
経
』
巻
第
九
に

は、

「あ
る
も
の
は
音
声
、
語
言
、
文
字
を
も
っ
て
仏
事
を
な
す
。
肇
い
わ
く
、

す
な
わ
ち
こ
の
裟
婆
国
の
仏
事
な
り
」
(
『
大
正
蔵
』
三
八
・
四

O
四
b
)
と
あ

マ
令
。

つ
ま
り
、
僧
肇
が
、
『
維
摩
経
』
に

「音
声
・
語
言
・
文
字
を
も
っ
て
仏
事
と

な
す
」
と
あ
る
文
を
、
音
声

・
語
言
・
文
字
は
、
現
在
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
の

裟
婆
世
界
に
お
け
る
仏
事
で
あ
る
と
解
釈
し
た
こ
と
や
、
『
摩
詞
止
観
』
巻
第
七

下
の

「も
し
耳
の
な
か
よ
り
大
(
白
牛
)
車
を
得
る
は
、
多
く
音
声
を
用
い
て

仏
事
を
な
す
」
(
『
大
正
蔵
』
四
六

・
一
O
一
b
)
や
、
『
法
華
義
記
』
巻
第
八
の

「か
っ
、
裟
婆
世
界
は
多
く
音
声
を
も
っ
て
仏
事
と
な
す
」
(
『
大
正
蔵
』
三
三

・

六
七
八

a)
や
、
『
法
華
玄
論
』
巻
第
十
の

「三
に
は
、
裟
婆
は
音
戸
を
も
っ
て

仏
事
を
な
す
」
(
『
大
正
蔵
』
三
四

・
四
四
九

a)
と
あ
る
趣
意
が
、
こ
の
私
序
王

に
援
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

裟
婆
世
界
の
あ
る
ゆ
る
こ
と
を
仏
事
と
い
う
に
関
連
し
て
、
道
元
禅
師
は
、

「
(
自
受
用
三
昧
に
坐
禅
あ
る
)
こ
の
と
き
、
十
方
法
界
の
土
地
、
草
木
、

結
壁
、
瓦
礁
、
み
な
仏
事
を
な
す
を
も
っ
て
そ
の
起
こ
す
こ
と
ろ
の
風
水
の
利

益
に
預
る
と
も
が
ら
、
み
な
甚
妙
不
可
思
議
の
仏
化
に
冥
資
さ
れ
て
、
近
き
悟
り

を
顕
わ
す
。
(
中
略
)
広
大
の
仏
事
、
甚
深
微
妙
の
仏
化
を
な
す
。
こ
の
化
道
の

及
ぶ
と
こ
ろ
の
草
木
・
土
地
、
と
も
に
大
光
明
を
放
ち
、
深
妙
法
を
説
く
こ
と
、

窮
ま
る
と
き
な
し
」
(
『
正
法
眼
蔵
』
排
道
話
〈
『
道
元
禅
師
全
集
』
第
二
巻

・
五

三
九
〉
)
と
あ
る
。
凡
夫
の
目
で
見
れ
ば
単
な
る
自
然
界
も
、
仏
の
目
か
ら
観
れ

ば
一
大
仏
界
と
な
る
。

蘇
東
壌
の
句
に
、

「渓
声
便
是
広
長
舌
、

山
色
量
非
清
浄
身
」
と
あ
る
。
渓
声

は
す
な
わ
ち
こ
れ
広
長
舌
、
山
色
あ
に
清
浄
身
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
と
い
う
句
で
あ

る
。
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
は
法
身
仏
の
説
法
で
あ
り
、
山
の
色
は
清
浄
仏
身
に
他
な

ら
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
、
声
を
聞
い
て
道
を
悟
り
、
色
を
見
て
心
を
明
か
す
一

大
仏
界
を
詠
じ
て
い
る
。

け
い
せ
い
さ
ん
し
ょ
く

さ
ら
に
、

「渓
声
山
色
」
は
、
谷
川
の
水
の
流
れ
る
音
や
山
の
は
だ
の
意
を
い

う
。
こ
の
よ
う
な
自
然
現
象
も
修
行
者
に
取
っ
て
は
、
ブ
ッ
ダ
の
妙
な
る
説
法
の

声
で
あ
り
、
ま
た
ブ
ッ
ダ
の
生
き
た
す
が
た
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
衆
生
が
仏
心

を
感
じ
、
仏
力
が
こ
れ
に
応
じ
る
の
を
感
応
と
い
い
、
感
と
応
と
が
行
き
交
わ
る

こ
と
を
道
交
と
い
う
が
、
衆
生
の
感
と
如
来
の
応
と
が
互
い
に
あ
い
通
じ
あ
い
交

か
ん
の
う
ど
う
き
ょ
う

わ
る
、
感
応
道
交
が
、
「
音
声
、
仏
事
を
な
す
」
に
は
存
在
す
る
。

な
お

「仏
事
」
は
、
仏
の
徳
を
発
揚
す
る
こ
と
を
い
う
。
立
地
と
も
い
う
。
禅

宗
で
は
、
事
に
托
し
て
仏
法
を
聞
き
示
す
こ
と
を
い
い
、
開
眼
や
、
仏
像
を
堂
内

ね
ん
こ
う

に
安
置
す
る
安
座
や
、
香
を
つ
ま
ん
で
香
炉
で
燃
や
す
拍
香
な
ど
を
い
う
。

え
ん
せ
ん

(
日
)
円
詮
の
初
め
、
こ
れ
を
目
し
て
序
と
な
す
U

「
円
詮
」
の
円
は
、
円
教
を
い

う
。
円
教
は
、
(
三
)
蔵
教

・
通
教

・
別
教

・
円
教
の
化
法
の
四
教
の
円
教
で
あ

り
、
片
寄
り
が
な
く
、
円
か
で
、
完
全
な
形
の
教
え
を
い
う
。

『
法
華
経
』
が
説
か
れ
る
以
前
の
釈
尊
の
教
え
は
、
生
け
る
も
の
を
、
迷
い
の

地
獄

・
餓
鬼

・
畜
生

・
修
羅

・
人
間

・
天
上
の
六
道
か
ら
救
い
摂
っ
て
、
声
聞
の

境
地
に
生
か
す
も
の
で
あ
り
、
声
聞
は
縁
覚
の
境
地
に
生
か
す
も
の
で
あ
り
、
縁
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覚
は
菩
薩
の
境
地
に
生
か
す
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
爾
前
の
諸
経
は
、
六
道
に

岬
吟
す
る
生
け
る
も
の
を
三
乗
に
至
ら
せ
る
方
便
の
教
え
で
あ
っ
た
。

方
便
の
教
え
に
は
、
方
便
の
権
は
あ
る
が
、

真
実
の
実
に
欠
け
る
。
方
便
の
教

え
に
は
、
肉
身
の
近
仏
釈
尊
の
教
え
は
あ
る
が
、
久
遠
実
成
の
遠
仏
釈
尊
の
教
え

に
欠
け
る
。

「円
」
は
、
図
形
の
円
が
示
す
よ
う
に
片
寄
り
が
な
く
、
円
か
で
、
完
全
な
有

り
様
を
い
う
。
従
っ
て
教
え
に
は
、
方
便
の
権
だ
け
で
な
く
、
真
実
の
実
が
具
わ

り
、
迩
門
の
迩
だ
け
で
な
く
、
本
門
の
本
が
あ
い
具
わ
っ
て
完
全
な
円
に
な
る
と

い
え
る
。

円
の
教
え
は
、

華
厳
・
方
等

・
般
若
の
教
説
に
も
表
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
ま
だ
権
を
聞
い
て
実
を
顕
わ
し
て
い
な
い
未
開
顕
の
円
で
あ
り
、
迩
を
聞
い
て

本
を
顕
わ
し
て
い
な
い
未
開
顕
の
円
で
あ
っ
て
、
円
だ
け
の
純
粋
の
円
の
教
え
で

は
な
い
。
純
粋
の
円
の
教
え
の
円
教
は
、
専
ら
方
便
を
聞
い
て
真
実
を
顕
わ
し
た

し
ゃ
く
え
ん

法
華
の
教
説
に
し
か
な
い
。
未
開
顕
の
円
の
教
え
を

「
昔
円
」
と
い
う
の
に
対

こ
ん
え
ん

し
て
、
開
顕
し
た
法
華
の
円
の
教
え
を
、
「
今
円
」
と
い
う
。

今
円
の
教
え
は
、
独
り
『
法
華
経
』
だ
け
で
あ
る
。
円
は
、
独
り

『法
華
経
』

を
い
う
。

「詮
」
は
、
意
味
を
表
示
す
る
と
い
う
詮
表
、
言
い
表
わ
す
の
詮
顕
と
同
義
で

あ
り
、
説
き
明
か
す
こ
と
を
い
う
。

説
き
明
か
す
詮
ほ
ど
大
切
な
も
の
は
な
い
。
ど
れ
ほ
ど
勝
れ
た
教
え
で
あ
っ
て

も
、
生
け
る
も
の
に
説
き
明
か
し
、
説
き
示
さ
れ
て
初
め
て
、
悩
め
る
衆
生
を
救

済
す
る
力
と
な
っ
て
、
生
き
る
も
の
に
な
る
。
こ
こ
で
は
円
詮
は
、

『法
華
経
』

を
完
全
に
説
き
明
か
し
表
現
す
る
こ
と
を
い
う
。

「目
す
」
は
、
み
る
、
見
合
わ
す
、
見
分
け
る
、
目
を
つ
け
る
、
目
で
合
図
す

る
、
小
分
け
す
る
な
ど
の
意
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
名
づ
け
る
の
意
と
取
る
。

「序
」
は
、
序
文
、
序
言
で
、
経
典
が
説
か
れ
る
い
わ
れ
や
ゆ
か
り
を
意
味
す

ヲ。
。こ

こ
で
は
、
『
法
華
経
』
の
序
品
が
、
誰
に
も
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
教
え

始
め
、
秘
密
の
教
義
を
初
め
て
開
示
し
て
い
く
、
完
全
な
説
法
の
最
初
を
い
う
。

従
っ
て
一
句
は
、
方
便
の
権
と
真
実
の
実
と
、
迩
門
の
迩
と
本
門
の
本
と
が
片

寄
る
こ
と
な
く
、
完
全
な
形
で
具
わ
り
、
純
粋
に
円
か
な
円
教
で
あ
る
『
法
華

経
』
が
説
か
れ
た
、
い
わ
れ
や
ゆ
か
り
を
説
き
明
か
す
最
初
の
章
を
名
づ
け
て
、

序
品
と
す
る
、
の
意
を
い
う
。

(
日
)
序
類
あ
い
従
う
、
こ
れ
を
称
し
て
品
と
な
す
U

「
序
類
あ
い
従
う
」
は
、
序

お
よ
び
序
と
同
類
の
も
の
が

一
緒
に
ま
と
ま

っ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
円
教
の

精
髄
の
要
点
を
ま
と
め
た
序
と
、
円
教
そ
の
も
の
を
詳
述
す
る
本
文
と
が

一
緒
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

「序
」
は
序
言
、
経
典
が
説
か
れ
た
い
わ
れ
や
ゆ
か
り
を
い
う
。
「
序
は
述
な
り

と
、
述
べ
顕
わ
す
こ
と
な
り
」
と
い
う
。

序
品
は
、

一
つ
の
経
の
う
ち
で
、
序
と
な
る
部
分
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
『
法

華
経
』
二
十
八
品
の
う
ち
の
第
一
の
品
を
い
う
。

「
類
」
は
、
似
た
仲
間
を
い
う
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
『
法
華
経
』
の
第
こ
か
ら

第
二
十
八
ま
で
の
二
十
七
品
の
本
文
を
い
う
。

従
っ
て
序
類
で
、
『
法
華
経
』
の
全
二
十
八
品
を
い
う
。

「
相
従
」
は
一
般
に
は
、

一
緒
に
つ
い
て
い
く
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
一

緒
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
意
か
ら
、
序
品
も
序
品
に
続
く
本
文
の
二
十
七
品

も
同
じ
種
類
の
も
の
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
完
全
で
純
粋
な
円
教
を
説
き
明
か

し
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

ほ
ん

吉
田
」
は
、
一
般
的
に
、
あ
る
部
類
に
属
す
る
も
の
、
同
じ
種
類
の
も
の
一

般
、
同
類
の
も
の
を
集
め
た
も
の
を
い
う
。
『
法
華
文
句
』
巻
第
一
上
に
は
、

「品
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と
は
、
義
類
同
じ
き
も
の
、

一
段
に
緊
ま
る
が
故
に
、
品
と
名
づ
く
る
な
り
」

(
『
大
正
蔵
』
三
四
・

一
b
)
と
あ
る
。
つ
ま
り
書
物
の
な
か
の
一
節
、
文
章
を
区

切
っ
て
分
け
た
編
や
章
を
い
う
。
品
の
数
を
品
数
、
品
に
つ
け
た
題
名
を
、
経
題

ほ
ん
だ
い

に
対
し
て
品
題
と
い
う
。

従
っ
て

一
旬
は
、
『
法
華
経
』
の
序
の
章
も
、
こ
の
序
章
に
続
く
二
十
七
の
章

も
、
完
全
で
純
粋
な
円
教
を
説
き
明
か
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
の
章
を
品

と
呼
ぶ
、
の
意
を
い
う
。

(
口
)
衆
次
の
首
め
を
、
名
づ
け
て
第
一
と
な
す
リ
「
衆
次
」
の
衆
は
、
多
い
、

諸
々
の
意
を
い
い
、
次
は
順
序
、
位
置
を
い
う
か
ら
、
衆
次
は
多
く
の
も
の
の
順

序
の
意
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
衆
品
の
次
第
、
つ
ま
り
、
『
法
華
経
』
二
十
八
品

の
順
序
を
い
う
。

「
首
め
」
は
、
始
め
、
第
一
を
い
い
、
最
初
の
部
分
を
意
味
す
る
。

「
第
二
は
『
法
華
経
』
二
十
八
品
の
最
初
を
い
う
。
最
も
重
要
、
最
上
位
、

最
高
級
を
い
う
。
序
品
は
、
『
法
華
経
』
二
十
八
品
の
な
か
の
最
初
の
章
を
い

v

つ。
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顕
の
本
意
を
、
『
法
華
経
』
の
経
文
に
即
し
た
解
釈
か
ら
分
か
る
こ
と
を
い

え
ば
の
意
を
い
う
。

「
釈
し
て
い
わ
く
」
は
、
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
と
を
繋
い
だ
、
前
後
の

わ
た
り
を
い
う
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
私
章
安
が
、
天
台
大
師
智
頭
の
本
意
を
、
『
法
華

経
』
に
即
し
て
解
釈
し
て
き
た
こ
と
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、
『
法
華
経
』

の
一
つ

一
つ
の
経
文
の
解
釈
を
基
に
、
『
法
華
経
』
一
経
の
肝
心
要
の
精
髄

を
、
題
名
と
、
本
質
と
、
目
的
と
、
は
た
ら
き
と
、
仏
教
全
体
に
占
め
る
位

置
を
含
む
『
法
華
経
』
の
教
え
を
い
う
、
「
名
」
「
体
」
「
宗
」
「
用
」
「
教
」

と
い
う
、
五
つ
の
面
か
ら
論
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

名
・
体
・
宗
・
用
・
教
は
本
論
に
入
っ
て
詳
述
す
る
こ
と
に
な
る
五
重
玄

義
に
他
な
ら
な
い
、
の
意
を
い
う
。

み
よ
う

な
お
、
五
重
玄
義
の
「
名
」
は
名
称
を
い
い
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
い
う

し
ゃ
く
み
よ
う

経
の
題
名
を
解
釈
す
る
こ
と
を
、
「
釈
名
」
と
い
う
。

「
体
」
は
本
質
を
い
い
、
『
妙
法
蓮
華
経
』

一
経
を
貫
く
本
質
を
追
究
す
る

け

ん

た

い

ベ

ん

た

い

こ
と
を
、
「
顕
体
・
弁
体
」
と
い
う
。

「
宗
」
は
目
的
を
い
い
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
主
要
な
目
的
を
論
証
す
る

み
よ
う
し
ゅ
う

こ
と
を
、
「
明
宗
」
と
い
う
。

ゅ
う

「
用
」
は
は
た
ら
き
を
い
い
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
は
た
ら
き
を
論
究
す
る

ろ
ん
ゅ
う

こ
と
を
、
「
論
用
」
と
い
う
。

「
教
」
は
仏
教
全
体
の
組
織
を
い
い
、
仏
教
全
体
の
な
か
で
、
『
妙
法
蓮

は

ん

ぎ

ょ

う

苦

ょ

う

そ

う

は

ん

き

ょ

う

そ

う

華
経
』
が
占
め
る
地
位
を
定
め
る
こ
と
を
、
「
判
教
・
教
相
・
判
教
相
」

と
い
〉
つ
。

従
っ
て

一
句
は
、
序
品
は
、
『
法
華
経
』
二
十
八
品
全
体
の
精
髄
を
要
約
し
て

お
り
、

二
十
八
品
の
最
初
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
第

一
と
い
う
の
で
あ

る
、
の
意
を
い
う
。

(
日
)
釈
し
て
い
わ
く
、
談
記
(
託
)
は
こ
れ
名
を
叙
ぶ
。
会
冥
は
こ
れ
体
を
叙

ぶ
。
円
珠
は
こ
れ
宗
を
叙
ぶ
。
倶
寂
は
こ
れ
用
を
叙
ぶ
。
四
華
六
動
は
こ
れ
教
を

叙
ぶ
。
本
迩
、
知
ん
ぬ
ベ
し
U

川
「
釈
」
は
、
経
論
の
教
義
や
意
味
を
解
釈
し
、
説
明
し
、
註
釈
す
る
こ
と
を

い
う
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
私
序
王
で
、
こ
こ
ま
で
天
台
智
顕
の
本
意
を
、

『
法
華
経
』
の
経
文
に
即
し
て
解
釈
し
て
き
た
こ
と
を
い
う
。

「
い
わ
く
」
は
、
い
う
こ
と
に
は
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、

「
釈
し
て
」
の
智

詳
細
は
、
本
研
究
の
冒
頭
の
『
法
華
玄
義
』

参
照
さ
れ
た
い
。

の
四
と
五
と
六
の
三
項
目
を
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ω
「
談
記
」
は
、
既
出
の
文
中
に
、
「
寄
円
珠
而
談
理
。
(
中
略
)
託
宝
所
而
論

極
」
の
文
、
「
円
珠
に
寄
せ
て
し
か
も
理
を
談
ず
。
(
中
略
)
宝
所
に
託
し
て

し
か
も
極
を
論
ず
」
を
指
す
。

談
記
を
『
釈
畿
』
は
謹
記
と
い
い
、
謹
託
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
い
い
、

『
国
訳
一
切
経
』
も
誤
り
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
『
釈
畿
』
は
記
は
託
の
誤
り
と

い
う
。
こ
こ
で
は
、
「
談
記
」
は
、
「
談
託
」
の
誤
記
で
あ
る
と
取
り
、
談
記

(
託
)
と
表
記
し
た
。

「
円
珠
に
寄
せ
て
し
か
も
理
を
談
、ず
」
は
、
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
受
記
品

第
八
に
説
か
れ
る
、
衣
裏
繋
珠
の
警
轍
に
基
づ
く
。
衣
の
裏
に
縫
い
つ
け
ら

れ
た
値
段
が
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
貴
重
な
宝
石
で
あ
る
、
無
価
の
宝
珠
に
こ

と
寄
せ
て
、
『
法
華
経
』
が
目
的
と
す
る
一
仏
乗
の
よ
う
な
究
極
の
真
実

の
道
理
の
意
を
暗
轍
す
る
。

「
宝
所
に
託
し
て
し
か
も
極
を
論
ず
」
は
、
『
法
華
経
』
化
城
轍
品
第
七
に

説
か
れ
る
、
化
城
宝
処
の
盤
一
回
轍
に
基
づ
く
。
遠
い
は
、
真
実
の
浬
繋
を
指
す

五
百
由
旬
の
宝
所
に
こ
と
寄
せ
近
い
は
二
乗
の
浬
繋
を
指
す
三
百
由
旬

の
と
こ
ろ
に
化
作
さ
れ
た
化
城
宝
所
に
こ
と
寄
せ
て
、
究
極
の
こ
と
わ
り
を

論
じ
て
い
る
。

つ
ま
り
「
談
記
(
託
)
」
は
、
無
価
の
宝
珠
と
宝
処
に
託
し
て
、

三
乗
か

ら
一
仏
乗
へ
の
道
筋
を
つ
け
、
一
仏
乗
と
い
う
究
極
の
こ
と
わ
り
や
目
的
を

標
梼
す
る
こ
と
を
い
う
。

「
名
」
は
、
名
称
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
い
う
経
題
の
名
称
を
い
う
。

ω
「
会
宜
(
」
は
、
同
じ
く
「
極
会
円
冥
・
極
会
し
円
冥
す
れ
ば
」
と
い
う
文
を

指
し
、
五
百
由
旬
先
の
宝
所
が
象
徴
す
る
一
仏
乗
と
い
う
、
『
法
華
経
』
の

最
終
的
な
修
行
目
的
を
達
成
し
、
『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
偏
と
円
、
迩
と

本
、
権
と
実
の
よ
う
な
相
対
的
な
も
の
が
同
化
し
、
融
合
し
、
一
仏
乗
に
帰

着
す
る
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
会
冥
は
、
『
法
華
経
』
一
経
に
一
貫
し
て
流

れ
る
、
一
切
は
円
融
し
て
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
こ
と
い
う
諸
法
実
相
と
い

う
、
根
本
精
神
で
あ
る
経
体
を
体
得
し
て
直
観
的
に
観
る
こ
と
を
い
う
。

「
体
」
は
、
本
質
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
一
経
を
貫
く
本
質
を
い
う
。

凶
「
円
珠
」
は
、
完
全
な
宝
珠
を
い
う
。
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
受
記
品
第
八

に
説
か
れ
る
衣
裏
繋
珠
の
醤
喰
に
基
づ
く
、
衣
の
裏
に
縫
い
つ
け
ら
れ
た
値

段
が
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
貴
重
な
宝
石
で
あ
る
、
無
価
の
宝
珠
を
指
す
。
無

価
の
宝
珠
は
、
『
法
華
経
』
が
目
的
と
す
る
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
『
法
華

し
ゅ
う
れ
ん

経
』
以
前
の
教
え
と
『
法
華
経
』
自
身
の
教
え
と
を
収
赦
し
た
、
仏
自
行

の
因
果
で
あ
り
、
究
極
の
一
仏
乗
の
因
果
と
い
う
、
『
法
華
経
』

一
経
を
貫

く
最
も
肝
要
な
原
理
で
あ
る
目
的
を
意
味
し
て
い
る
。

「
宗
」
は
、
目
的
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
主
要
な
目
的
を
い
う
。

問
「
倶
寂
」
は
、
本
文
の
「
事
理
倶
寂
・
事
理
倶
に
寂
な
り
」
を
指
す
。
事
、

す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
が
説
く
修
行
実
践
に
よ
っ
て
到
り
着
く
目
的
地
も
、

理
、
す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
が
説
き
示
す
究
極
の
真
実
も
と
も
に
、
あ
る
が

ま
ま
に
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
い
う
。

「
用
」
は
、
は
た
ら
き
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
は
た
ら
き
を
い
う
。
こ
こ
で

は
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
説
く
、
す
べ
て
は
あ
る
が
ま
ま
に
現
前
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
、
生
け
る
も
の
に
断
疑
生
信
さ
せ
る
、
勝
れ
た
は
た
ら
き
を

い
P

つ。

山
間
「
四
華
六
動
」
は
、
蔓
陀
羅
華
・
摩
詞
受
陀
羅
華
・
憂
珠
沙
華
・
摩
詞
蔓
珠

沙
華
と
い
う
四
種
の
花
が
天
か
ら
降
り
注
ぎ
、
大
地
が
東
西
南
北
お
よ
び
上

下
の
六
種
に
震
動
す
る
こ
と
を
い
う
。
四
華
六
動
は
、
『
法
華
経
』
の
説
法

が
始
ま
る
こ
と
を
暗
示
す
る
奇
端
で
あ
る
。

従
っ
て
、
『
法
華
経
』
の
説
法
が
始
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
説
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か
れ
る
こ
と
が
な
く
、
秘
匿
さ
れ
て
い
た
一
仏
乗
の
教
え
を
説
き
明
か
す
と

と
も
に
、
『
法
華
経
』
が
声
聞

・
縁
覚

・
菩
薩
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
え

が
完
結
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
な
か
に
安
住
し
、
三
乗
が
一
仏
乗
に
帰
着

す
る
こ
と
に
無
知
な
現
実
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
一
切
を
包
摂
す
る

一
仏
乗
と

い
う
真
実
の
有
り
様
に
、
無
知
な
三
乗
人
の
目
を
覚
醒
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ

と
を
い
う
。

「
教
」
は
、

一
般
的
に
仏
教
全
体
の
組
織
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
仏
教
全
体

の
な
か
に
占
め
る
地
位
を
定
め
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
、
『
法
華
経
』

の
説
法
が
始
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
ま
で
説
か
れ
る
こ
と
の
な
か
っ

た
一
仏
乗
の
教
え
を
説
き
明
か
す
と
と
も
に
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
一
仏
乗

の
開
顕
に
よ
っ
て
、
声
聞
・
縁
覚

・
菩
薩
と
い
う
惰
眠
を
貧
る
三
乗
人
を
覚

醒
さ
せ
、
覚
醒
し
た
三
乗
人
が
、
自
分
た
ち
を
覚
醒
さ
せ
た
『
法
華
経
』

が
、
仏
教
全
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
る
か
を
明
か
す
こ
と
を

い
v

つ。

的

「本
迩
」
の
本
は
、
真
の
仏
は
久
遠
の
昔
に
成
道
し
た
と
す
る
、
根
源
の
遠

仏
、
す
な
わ
ち
本
仏
の
本
地
を
い
う
本
門
を
い
い
、
迩
は
、
近
く
こ
の
世
に

形
を
顕
わ
し
た
近
仏
釈
尊
は
、
そ
の
根
源
仏
が
衆
生
を
教
化
教
導
す
る
た
め

に
本
地
よ
り
迩
を
垂
れ
た
と
す
る
、
生
け
る
も
の
の
宗
教
的
な
素
質
や
能
力

や
性
質
に
応
じ
て
現
わ
れ
た
垂
迩
の
身
で
あ
る
、
応
迩
を
い
い
、
迩
門
を
い

』
F

「
ノ
。

従
っ
て
一
句
は
、
こ
れ
ま
で
私
章
安
が
、
天
台
大
師
智
顕
の
本
意
を
、

『
法
華
経
』
に
即
し
て
解
釈
し
て
き
た
こ
と
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、
『
法
華

経
』
の

一
つ
一
つ
の
経
文
の
解
釈
を
基
に
、
『
法
華
経
』
一
経
の
肝
心
要
の

精
髄
を
、
題
名
と
、
本
質
と
、
目
的
と
、
は
た
ら
き
と
、
仏
教
全
体
に
占
め

る
位
置
を
含
む
『
法
華
経
』
の
教
え
を
い
う
、

「名
」「
体
」
「宗
」
「
用
」

「教
」
と
い
う
五
つ
の
面
か
ら
論
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
名

・
体
・

宗

・
用

・
教
は
、
本
論
に
入
っ
て
詳
述
す
る
こ
と
に
な
る
五

重
玄
義
に
他
な
ら
な
い
。

私
章
安
の
こ
の

「私
序
王
」
の
は
、
第
一
に
、

「談
記
(
託
)
」
で
始
ま

守令
。無

価
の
宝
珠
に
こ
と
寄
せ
て
、

『法
華
経
』
が
目
的
と
し
、

一
仏
乗
の
よ

う
な
究
極
の
真
実
の
道
理
を
説
く
と
い
う

「円
珠
に
寄
せ
て
し
か
も
理
を
談

ず
」
を
指
す
「
談
」
と
、

三
百
由
旬
に
化
作
さ
れ
た
化
城
宝
所
に
こ
と
寄
せ

て
、
五
百
由
旬
の
宝
所
と
い
う
究
極
の
こ
と
わ
り
を
論
じ
る
「
宝
所
に
託
し

て
し
か
も
極
を
論
ず
」
を
指
す

「記
(
託
)
」
と
の
こ
つ
で
、
無
価
の
宝
珠

と
宝
処
と
に
託
し
て
、

三
乗
か
ら
一
仏
乗
へ
の
道
筋
を
つ
け
、

一
仏
乗
と
い

う
究
極
の
こ
と
わ
り
や
目
的
を
暗
仏
嚇
し
て
い
る
。

こ
の

「談
記
(
託
)
」
は
、

「名
」
、
す
な
わ
ち
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
い
う

題
名
の
合
意
、
す
な
わ
ち
三
乗
か
ら

一
仏
乗
へ
の
道
筋
を
つ
け
、
一
仏
乗
と

い
う
、
一
切
を
肯
定
の
世
界
と
捉
え
る
究
極
の
こ
と
わ
り
と
目
的
を
標
梼
し

て
い
る
。

円

unu 
l
 

問

「私
序
王
」

の
末
尾
の
「
本
迩
可
知
」
は
、
本
迩
知
る
べ
し
と
訓
め
る

が
、
こ
こ
で
は
、
私
序
王
全
体
の
総
括
と
し
て
、

「本
述
、
知
ん
ぬ
べ
し
」

と
訓
む
。

一
句
は
、
天
台
大
師
智
額
が
世
間
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
、

「本
迩
」
の
一
点
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
、

「私
序
王
」
全
体
の
ま
と
め
と

な
っ
て
い
る
と
取
る
。

第
二
は
、

「会
冥
」
で
あ
る
。

会
冥
は
、
「
極
会
し
円
冥
す
れ
ば
」
を
指
す
。
五
百
由
旬
先
の
宝
所
が
象

徴
す
る
、

一
仏
乗
と
い
う
『
法
華
経
』
の
最
終
的
な
修
行
目
的
を
達
成
し
、

『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
偏
り
と
円
か
、
迩
門
と
本
門
、
方
便
と
真
実
の
よ
う



な
相
対
的
な
も
の
が
融
合
し
、
三
乗
は
一
仏
乗
に
帰
着
す
る
こ
と
を
明
か
す

が
、
真
意
は
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
一
切
は
円
融
し
て
お
り
、
あ
る
が
ま

ま
に
あ
る
諸
法
実
相
を
い
う
。

こ
の

「会
冥
」
は、

「体
」
、
す
な
わ
ち
『
妙
法
蓮
華
経
』
一
経
を
貫
く
一

仏
乗
の
開
顕
を
通
し
て
、
諸
法
実
相
と
い
う
不
二
中
道
の
本
質
を
明
か
し
て

い守。。

を
暗
示
す
る
奇
瑞
で
あ
る
。

こ
の

「四
華
六
動
」
は、

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「教
」、
す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
の
説
法
が
始
ま

こ
れ
ま
で
説
か
れ
る
こ
と
が
な
く
、
秘
匿
さ
れ
て
き
た

一
仏
乗
の
教
え
を
説
き
明
か
す
と
と
も
に
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
、
一
仏
乗
の

開
顕
に
よ
っ
て
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
と
い
う
惰
眠
を
貧
る
三
乗
人
を
覚
醒

さ
せ
、
覚
醒
し
た
三
乗
人
が
、
自
分
た
ち
を
覚
醒
さ
せ
た
『
法
華
経
』
が
、

仏
教
全
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
る
か
を
明
か
し
て
い
る
。

要
す
る
に
天
台
大
師
智
頭
が
、
こ
の
『
法
華
玄
義
』
で
明
か
そ
う
と
し
た

本
意
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
一
仏
乗
に
あ
る
。
一
仏
乗
は
、
本
と
迩
と
か

ら
成
る
。
第
十
四
品
ま
で
の
迩
門
の
教
え
は
、
迩
門
の
近
仏
釈
尊
の
教
え
だ

け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
迩
門
の
教
え
が
あ
っ
て
初
め
て
、
本
門
の
教

え
が
聞
き
顕
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
十
五
品
以
降
の
本
門
の
遠
仏
釈
尊
の
教
え

が
あ
っ
て
初
め
て
迩
門
説
法
の
意
図
と
使
命
が
明
ら
か
に
な
る
。

本
門
が
あ
っ
て
迩
門
が
あ
り
、
迩
門
が
あ
っ
て
本
門
が
あ
る
。
本
門
は
、

本
門
の
本
質
を
失
う
こ
と
な
く
、
迩
門
は
、
迩
門
の
本
質
を
失
う
こ
と
な

く
、
し
か
も
本
門
と
迩
門
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
生
か
し
な
が
ら
融
け
合
い
、

不
二
で
相
即
相
入
の
関
係
に
あ
る
。

不
二
で
あ
り
、
相
即
相
入
の
関
係
に
あ
る
の
は
円
で
あ
り
、
妙
で
あ
る
。

円
で
あ
り
、
妙
で
あ
る
教
え
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
措
い
て
他
に
は
な

い
。
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
説
く
円
で
あ
り
、
妙
で
あ
る
の
は
空
と
仮
と
の
両

方
を
生
か
す
中
に
他
な
ら
な
い
。
空
で
あ
り
、
仮
で
あ
り
な
が
ら
、
空

・
仮

の
両
方
を
包
摂
す
る
中
、
空
・
仮
・
中
が
円
融
す
る
の
は
、
諸
法
実
相
に
他

な
ら
な
い
。

偏
り
も
円
か
も
、
方
便
も
真
実
も
、
三
乗
も
一
仏
乗
も
諸
法
実
相
に
あ
る

か
ら
、
す
べ
て
は
円
に
摂
ま
り
、
妙
に
摂
ま
り
、
中
に
摂
ま
る
。
す
べ
て
は

野)

第
三
は
、

「円
珠
」
で
あ
る
。

衣
の
裏
に
縫
い
つ
け
ら
れ
た
無
価
の
宝
珠
と
い
う
、
完
全
無
欠
の
円
か
に

あ
る
の
が

「円
珠
」
で
あ
る
。

こ
の

「円
珠
」
は、

「宗
」、
す
な
わ
ち
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
、
『
法
華

経
』
以
前
の
教
え
と
『
法
華
経
』
そ
れ
自
身
の
教
え
と
を
収
数
し
た
、
仏
自

行
の
因
果
で
あ
り
、
究
極
の
一
仏
乗
の
因
果
が
『
法
華
経
』
一
経
を
貫
く
、

最
も
肝
要
な
目
的
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

第
四
は
、

「倶
寂
」
で
あ
る
。

『
法
華
経
』
が
説
く
修
行
実
践
に
よ
っ
て
到
り
着
く
目
的
地
を
い
う
事

も
、
『
法
華
経
』
が
説
き
示
す
究
極
の
真
実
を
い
う
理
も
と
も
に
、
不
二
中

道
と
し
て
、
す
べ
て
は
あ
る
が
ま
ま
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

「事
理
倶

に
寂
な
り
」
は
い
う
。

こ
の

「倶
寂
」
は
、
「
用
」、
す
な
わ
ち
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
説
く
、
不
二

中
道
と
し
て
、
す
べ
て
は
あ
る
が
ま
ま
に
現
前
し
て
い
る
肯
定
の
世
界
を
、

生
け
る
も
の
に
断
疑
生
信
さ
せ
る
、
勝
れ
た
は
た
ら
き
を
い
う
。

第
五
は
、
最
後
の
、

「四
華
六
動
」
で
あ
る
。

憂
陀
羅
華

・
摩
詞
畏
陀
羅
華

・
蔓
珠
沙
華

・
摩
詞
憂
珠
沙
華
が
天
か
ら
降

り
注
ぎ
、
大
地
が
東
西
南
北
お
よ
び
上
下
の
六
種
に
震
動
す
る
こ
と
を
、

「四
華
六
動
」
は
い
う
。
四
華
六
動
は
、
『
法
華
経
』
の
説
法
が
始
ま
る
こ
と

『法華玄義』の研究臼(大
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第21号

あ
る
が
ま
ま
に
あ
り
、
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
蓮
華
を
醤
喰
と
し
て
妙
法

の
一
仏
乗
を
標
梼
す
る
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
い
う
経
題
の
「
名
」
か
ら
観

て
も
、
諸
法
実
相
を
説
き
明
か
そ
う
と
す
る
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
本
質
の

「
体
」
か
ら
観
て
も
、
仏
自
行
の
因
果
と
い
う
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
目
的
の

「
宗
」
か
ら
観
て
も
、
断
疑
生
信
を
起
こ
さ
せ
る
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
は
た

ら
き
の
「
用
」
か
ら
観
て
も
、
仏
教
全
体
の
位
置
づ
け
を
含
む
、
『
妙
法
蓮

華
経
』
の
説
法
自
体
の

「
教
」
か
ら
観
て
も
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
は
、

一
仏

乗
の
本
門
と
迩
門
と
を
抜
き
に
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。

天
台
大
師
智
頭
の
本
意
は
、
純
粋
の
円
教
で
あ
る
今
円
の
一
仏
乗
を
説

く
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
核
心
は
、
名
称
の
「
名
」
・
本
質
の
「
体
」
・
目
的

の
「
宗
」
・
は
た
ら
き
の
「
用
」
・
教
え
と
仏
教
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
の

「
教
」
と
い
う
五
重
玄
義
か
ら
観
て
、
ま
さ
に
、
本
門
と
迩
門
に
あ
る
。

し
か
も
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
核
心
で
あ
る
本
門
と
迩
門
と
は
、
本
を
み

て
本
に
と
ら
わ
れ
ず
た
だ
本
、
迩
を
み
て
迩
に
と
ら
わ
れ
ず
た
だ
迩
と
い

う
、
ピ
チ
ピ
チ
と
生
き
て
動
く
地
上
の
世
界
が
、
湛
然
が
い
う
「
不
二
而

一
了
二
而
不
二
」
の
、
本
迩
ぐ
る
み
の
不
二
中
道
の
諸
法
実
相
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
広
大
無
辺
の
肯
定
の
世
界
が
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
世
界
に

他
な
ら
な
い
と
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
全
二
十
八
品

が
首
尾
一
貫
し
た
壮
大
な
大
系
と
な
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

の
意
を
い
う
。

人間文化

(
現
代
語
訳
)

一
体
、
三
乗
を
聞
き
顕
わ
し
た
一
仏
乗
の
よ
う
な
、
『
法
華
経
』
が
述
べ
よ

う
と
す
る
究
極
の
真
実
の
道
理
と
い
う
も
の
は
、
片
寄
っ
た
偏
、

つ
ま
り
『
法

華
経
』
以
外
の
経
典
と
、
完
全
無
欠
な
円
、

在
す
る
恭
離
や
断
絶
を
超
越
し
、
『
法
華
経
』
が
、
『
法
華
経
』
以
外
の
経
典
と

つ
ま
り
『
法
華
経
』
と
の
聞
に
介
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『
法
華
経
』
と
を
繋
ぐ
、
三
乗
か
ら
一
仏
乗
へ
の
道
筋
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
に
説
か
れ
る
衣
裏
繋
珠
の
警
除

に
基
づ
い
た
、
衣
の
裏
に
縫
い
つ
け
ら
れ
た
値
段
が
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
貴
重

な
宝
石
で
あ
る
、
無
価
の
宝
珠
に
こ
と
寄
せ
て
、
『
法
華
経
』
が
目
的
と
す

る

一
仏
乗
の
よ
う
な
究
極
の
真
実
の
道
理
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
法
華
経
』
が
説
く
修
行
実
践
に
よ
っ
て
到
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
仏

乗
の
よ
う
な
究
極
の
目
的
地
は
、
遠
い
と
か
近
い
と
か
と
い
う
距
離
に
よ
っ
て

示
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
こ
の
こ
と
を
、
『
法
華
経
』
化
城
聡
品
第

七
に
説
か
れ
る
化
城
宝
処
の
警
喰
に
基
づ
い
て
、
遠
い
は
真
実
の
浬
繋
を
指
す

五
百
由
旬
の
宝
所
に
こ
と
寄
せ
、
近
い
は
二
乗
の
浬
繋
を
指
す
三
百
由
旬
の
と

こ
ろ
に
化
作
さ
れ
た
化
城
宝
所
に
こ
と
寄
せ
て
、
究
極
の
こ
と
わ
り
を
論
じ
る

の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、

五
百
由
旬
先
の
宝
所
が
象
徴
す
る
一
仏
乗
と
い
う
、

『
法
華
経
』

の
最
終
的
な
修
行
目
的
を
達
成
し
、
『
法
華
経
』
に
よ
っ
て
偏
と

円
、
迩
と
本
、
権
と
実
の
よ
う
な
相
対
的
な
も
の
が
同
化
し
、
融
合
し
、

仏

乗
に
帰
着
す
れ
ば
、
『
法
華
経
』
が
説
く
修
行
実
践
に
よ
っ
て
到
り
着
く
目
的

地
も
、
『
法
華
経
』
が
説
き
示
す
究
極
の
真
実
も
あ
る
が
ま
ま
に
現
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。



一
仏
乗
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
真
実

は
、
『
法
華
経
』
五
百
弟
子
受
記
品
第
八
に
説
か
れ
る
衣
裏
繋
珠
の
警
喰
が
教

え
る
よ
う
に
、
無
明
の
酒
に
酔
い
痴
れ
て
、
己
れ
の
本
性
を
狂
わ
せ
た
人
が
、

そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

親
友
が
縫
い
つ
け
て
く
れ
た
衣
の
裏
の
無
価
の
宝
珠
に
気
づ
か
な
か
っ
た
よ
う

一
仏
乗
と
い
う
浬
繋
の
道
に
迷
っ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。

誰
も
が
成
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
一
仏
乗
へ
の
道
は
、
踏
み
間
違
え
な
け
れ

ば
、
衣
裏
宝
珠
の
喰
え
が
教
え
る
よ
う
に
、
実
際
は
目
の
前
の
身
近
に
あ
っつ

ぶ

て
、
遠
く
に
求
め
る
必
要
が
な
い
が
、
無
明
の
酒
を
呑
み
無
明
の
酒
に
酔
い
潰

れ
て

一
仏
乗
へ
の
道
を
踏
み
間
違
え
る
か
ら
、
化
城
喰
品
が
教
え
る
よ
う

に
、
こ
れ
以
上
先
に
行
け
な
い
と
い
い
、

そ
の
道
程
は
長
く
果
て
し
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。

諸
聖
人
の
主
で
あ
り
、
世
に
も
尊
い
尊
敬
さ
れ
る
べ
き
人
釈
尊
は
、
世
の

人
々
が
、
こ
れ
か
あ
れ
か
に
と
ら
わ
れ
る
相
対
的
な
分
別
を
超
克
し
離
脱
す
る

野)

こ
と
が
で
き
ず
に
お
り
、
執
著
に
執
著
を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
憐
れ
に
思
い
、

『法華玄義』の研究臼(大

天
か
ら
憂
陀
羅
華
・
摩
詞
憂
陀
羅
華
・
昌
又
珠
沙
華
・
摩
詞
憂
珠
沙
華
と
い
う
四

種
の
花
を
降
ら
せ
、
大
地
を
東
西
南
北
と
上
下
の
六
種
に
震
動
さ
せ
た
。

そ
し
て
、

そ
れ
ま
で
声
聞
や
縁
覚
は
勿
論
、
世
の
人
々
が
正
し
い
究
極
の
教

え
と
ば
か
り
思
っ
て
信
じ
て
い
た
『
法
華
経
』
以
前
の
三
乗
の
教
え
を
、
実
は

一
仏
乗
に
到
ら
せ
る
方
便
の
教
え
で
あ
っ
た
と
聞
き
明
か
し
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
『
法
華
経
』
見
宝
塔
品
第
十
一
に
あ
る
よ
う
に
、
釈
迦
牟

尼
仏
が
十
方
か
ら
来
集
し
た
分
身
の
諸
仏
を
容
れ
る
た
め
に

こ
の
裟
婆
世
界

を
変
え
て
清
浄
と
し
、

さ
ら
に
二
度
に
わ
た
っ
て
八
方
の
二
百
万
億
那
由
他
の

国
土
を
変
え
て
清
浄
の
国
土
と
し
、
『
法
華
経
』
従
地
涌
出
品
第
十
五
に
あ
る

よ
う
に
、
『
法
華
経
』
を
説
く
菩
薩
を
無
量
千
万
億
も
地
中
よ
り
湧
き
出
さ
せ

て
一
仏
乗
を
受
持
し
供
養
さ
せ
、
究
極
の
一
仏
乗
を
明
瞭
に
表
に
顕
わ
し
た
。

も
ん
ぼ
う

こ
う
し
て
、
法
華
会
中
の
三
乗
・
四
衆
・
天
竜
八
部
衆
な
ど
の
聞
法
者
を
始

め
、
あ
ま
ね
く
一
切
の
生
け
る
も
の
に
、

四
華
六
動
や
三
変
千
踊
な
ど
の
奇
瑞

を
実
際
に
見
せ
た
り
、
説
法
を
聞
か
せ
た
り
し
て
、
信
仰
を
確
か
な
も
の
と
す

る
と
同
時
に
、
真
実
の
一
仏
乗
に
導
き
入
れ
た
の
で
あ
る
。

『
法
華
経
』
に
よ
れ
ば
、
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
人
は
勿
論
、
菩
薩
も
、
生
け

る
衆
生
は
こ
と
ご
と
く
そ
の
ま
ま
仏
に
救
い
取
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。
生
け
る

も
の
す
べ
て
が
仏
に
な
る
た
め
に
、
『
法
華
経
』
以
前
の
諸
経
は
、
生
け
る
も

の
す
べ
て
の
宗
教
的
な
素
質
や
能
力
や
性
質
に
応
じ
て
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の

三
乗
の
教
え
を
説
い
た
の
で
あ
っ
て
、
生
け
る
も
の
す
べ
て
が
仏
と
な
る
こ
と

が
で
き
る
と
す
る

一
仏
乗
の
教
え
に
至
る
方
便
が
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
の
三

乗
の
教
え
で
あ
る
に
過
、ぎ
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、

だ
れ
も
が
仏
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
一
仏
乗
と
い
う
深
遠
な
教
え
の
蔵
を
、

『法
華
経
』
が

初
め
て
開
け
た
こ
と
が
、
超
え
て
勝
れ
た
不
可
思
議
で
あ
る
。
こ
の
超
え
て
勝

れ
た
不
可
思
議
を

「
妙
」
と
い
う
。

智
頭
は
、
智
頭
以
前
の
、
特
に
吉
蔵
な
ど
が
説
く
従
前
の
、
人
は
声
聞
か
ら
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縁
覚
へ
、
縁
覚
か
ら
菩
薩
へ
、
菩
薩
か
ら
仏
へ
と
い
う
、
三
乗
の
一
つ
ひ
と
つ

の
境
地
を
順
序
に
完
成
し
て
一
仏
乗
に
至
る
と
す
る
在
り
方
は
間
違
っ
て
お

人間文化

り
、
真
実
は
、
声
聞
は
声
聞
の
ま
ま
、
縁
覚
は
縁
覚
の
ま
ま
、
菩
薩
は
菩
薩
の

ま
A

山中広

つ
ま
り
、
三
乗
の
ま
ま
一
仏
乗
に
至
る
と
す
る
の
が
正
し
い
意
味
と
道

筋
で
あ
る
と
す
る
。
正
し
い
一
仏
乗
へ
の
道
を
示
す
か
ら

「法」

と
名
づ
け

る
。
法
は
存
在
す
る
す
べ
て
が
真
実
に
あ
る
、

あ
る
が
ま
ま
の
真
実
の
す
が
た

を
い
う
「
諸
法
実
相
」

を
本
体
と
す
る
。

仏
は
、
近
く
す
が
た
形
を
顕
わ
し
た
肉
身
の
釈
尊
が
終
極
で
は
な
い
。
肉
身

の
釈
尊
の
本
仏
は
、
菩
薩
と
し
て
誓
願
を
成
就
し
て
久
遠
の
昔
に
成
仏
し
て
い

る
。
本
仏
と
な
る
直
接
的
な
原
因
で
あ
る
一
切
の
修
行
の
な
か
で

一
切
は
み

な
空
と
観
、
諸
法
実
相
を
明
ら
か
に
観
る
観
照
般
若
の
智
慧
と
い
う
果
報
、
す

な
わ
ち
「
真
性
」
「
観
照
」
「
資
成
」

と
い
う
本
仏
の
果
報
を
得
て
い
る
。
こ
の

仏
の
本
果
を
明
か
す
の
を

ハ
ス
の
果
実
で
あ
る
蓮
子
に
喰
え
る
の
で
あ
る
。

『
法
華
経
』
前
半
の
迩
門
で
は
、
人
は
す
べ
て
そ
の
ま
ま
一
仏
乗
の
教
え
に

救
い
摂
ら
れ
て
仏
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
す
る
。
従
っ
て
、
声
聞
・
縁
覚
・

菩
薩
の
三
乗
の
教
え
は

一
仏
乗
に
含
め
収
め
ら
れ
る
か
ら
、
三
乗
は
一
仏
乗

と
同
体
で
あ
り
、
『
法
華
経
』
後
半
の
本
門
で
は

一
仏
乗
の
久
遠
実
成
の
本

仏
釈
尊
も
、
本
仏
が
応
身
の
か
た
ち
で
裟
婆
世
界
に
迩
を
垂
れ
た
現
前
の
釈
尊

も
同
体
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
権
と
実
、
迩
と
本
と
が
融
合
し
て

空
・
仮
・
中
の
三
諦
が
相
互
に
融
け
合
っ
て
円
融
し
た
真
実
の
道
に
帰
着
す

る
。
こ
れ
を
、

ハ
ス
の
花
が
聞
い
て
ハ
ス
の
果
実
で
あ
る
蓮
子
が
現
わ
れ
る
、

蓮
の
華
に
警
え
る
の
で
あ
る
。
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肉
身
の
仏
釈
尊
の
金
口
の
は
た
ら
き
は
、
説
法
で
あ
る
。
声
に
よ
る
説
法
に

よ
っ
て
衆
生
教
化
を
す
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
を
結
集
し
、
総
称
し
て
経
と
す

る
の
で
あ
る
。

方
便
の
権
と
真
実
の
実
と
、
迩
門
の
迩
と
本
門
の
本
と
が
片
寄
る
こ
と
な

く
、
完
全
な
形
で
具
わ
り
、
純
粋
に
円
か
な
円
教
で
あ
る
『
法
華
経
』
が
説
か

れ
た

い
わ
れ
や
ゆ
か
り
を
説
き
明
か
す
最
初
の
章
を
名
づ
け
て
、
序
品
と
す

る
。『

法
華
経
』

の
序
の
章
も
、
こ
の
序
章
に
続
く
二
十
七
の
章
も
、
完
全
で
純

ほ
ん

そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
の
章
を
品
と
呼
ぶ
。

粋
な
円
教
を
説
き
明
か
し
て
お
り
、

序
品
は
、
『
法
華
経
』
二
十
八
品
全
体
の
精
髄
を
要
約
し
て
お
り
、
二
十
八

品
の
最
初
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
第

一
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
私
章
安
が
、
天
台
大
師
智
頭
の
本
意
を
、
『
法
華
経
』
に
即
し
て

解
釈
し
て
き
た
こ
と
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、
『
法
華
経
』

の
一
つ
一
つ
の
経

文
の
解
釈
を
基
に
、
『
法
華
経
』

一
経
の
肝
心
要
の
精
髄
を
、
題
名
と
、
本
質

と
、
目
的
と
、

は
た
ら
き
と
、
仏
教
全
体
に
占
め
る
位
置
を
含
む
『
法
華
経
』

の
教
え
を
い
う
、

「
名
」
「
体
」
「
宗
」
「
用
」
「
教
」

と
い
う
、

五
つ
の
面
か
ら

論
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
名
・
体
・
宗
・
用
・
教
は
、

本
論
に
入
っ
て
詳
述
す
る
こ
と
に
な
る
五
重
玄
義
に
他
な
ら
な
い
。



私
章
安
の
こ
の
「
私
序
王
」
は
、
第
一
に
、
「
談
記
(
託
)
」

む

げ
無
価
の
宝
珠
に
こ
と
寄
せ
て
、
『
法
華
経
』
が
目
的
と
し
、

で
始
ま
る
。

一
仏
乗
の
よ
う

な
究
極
の
真
実
の
道
理
を
説
く
と
い
う
「
円
珠
に
寄
せ
て
し
か
も
理
を
談
ず
」

を
指
す
「
談
」
と
、
三
百
由
旬
に
化
作
さ
れ
た
化
城
宝
所
に
こ
と
寄
せ
て
、
五

百
由
旬
の
宝
所
と
い
う
究
極
の
こ
と
わ
り
を
論
じ
る
「
宝
所
に
託
し
て
し
か
も

を
指
す
「
記
(
託
)
」
と
の
こ
つ
で
、
無
価
の
宝
珠
と
宝
処
と
に

極
を
論
ず
」

託
し
て
、
三
乗
か
ら
一
仏
乗
へ
の
道
筋
を
つ
け

一
仏
乗
と
い
う
究
極
の
こ
と

わ
第り
ー や
の目
「的
談を
記ご暗
(喰
託 し
こて

しh

l実る

名

す
な
わ
ち
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
い
う

題
名
の
合
意
、
す
な
わ
ち
三
乗
か
ら
一
仏
乗
へ
の
道
筋
を
つ
け

一
仏
乗
と
い

つ

一
切
を
肯
定
の
世
界
と
捉
え
る
究
極
の
こ
と
わ
り
と
目
的
を
標
梼
し
て
い

る。
第
二
は
、
「
会
冥
」

で
あ
る
。

野)

会
冥
は
、
「
極
会
し
円
冥
す
れ
ば
」
を
指
す
。
五
百
由
旬
先
の
宝
所
が
象
徴

『法華玄義』の研究臼(大

一
仏
乗
と
い
う
『
法
華
経
』
の
最
終
的
な
修
行
目
的
を
達
成
し
、

『法

華
経
』
に
よ
っ
て
偏
り
と
円
か
、
迩
門
と
本
門
、
方
便
と
真
実
の
よ
う
な
相
対

す
る

的
な
も
の
が
融
合
し
、
三
乗
は
一
仏
乗
に
帰
着
す
る
こ
と
を
明
か
す
が
、
真
意

は
、
こ
の
こ
と
を
通
し
て

一
切
は
円
融
し
て
お
り
、
あ
る
が
ま
ま
に
あ
る
諸

法
実
相
を
い
う
。

こ
の
「
ム
一
品
宣
ハ
」

は
、
「
体
」

す
な
わ
ち
『
妙
法
蓮
華
経
』

一
経
を
貫
く
一
仏

乗
の
開
顕
を
通
し
て
、
諸
法
実
相
と
い
う
不
二
中
道
の
本
質
を
明
か
し
て
い

る。
第
三
は
、
「
円
珠
」

で
あ
る
。

む

げ

衣
の
裏
に
縫
い
つ
け
ら
れ
た
無
価
の
宝
珠
と
い
う
、
完
全
無
欠
の
円
か
に
あ

る
の
が

「
円
珠
」

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
、
『
法
華
経
』

し
ゅ
う
れ
ん

以
前
の
教
え
と
『
法
華
経
』
そ
れ
自
身
の
教
え
と
を
収
数
し
た
、
仏
自
行
の

こ
の
「
円
珠
」

は
、
「
宗
」
、

因
果
で
あ
り
、
究
極
の
一
仏
乗
の
因
果
が
、
『
法
華
経
』

一
経
を
貫
く
、
最
も

肝
要
な
目
的
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

第
四
は
、
「
倶
寂
」
で
あ
る
。

『
法
華
経
』
が
説
く
修
行
実
践
に
よ
っ
て
到
り
着
く
目
的
地
を
い
う
事
も
、

『
法
華
経
』
が
説
き
示
す
究
極
の
真
実
を
い
う
理
も
と
も
に
、
不
二
中
道
と
し

て
、
す
べ
て
は
あ
る
が
ま
ま
に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
「
事
理
倶
に
寂
な

り
」
は
い
う
。

こ
の
「
倶
寂
」

は
、
「
用
」
、

す
な
わ
ち
『
妙
法
蓮
華
経
』
が
説
く
、
不
二
中

道
と
し
て
、
す
べ
て
は
あ
る
が
ま
ま
に
現
前
し
て
い
る
肯
定
の
世
界
を
、
生
け

る
も
の
に
断
疑
生
信
さ
せ
る
、
勝
れ
た
は
た
ら
き
を
い
う
。

第
五
は
、
最
後
の
、
「
四
華
六
動
」

で
あ
る
。

憂
陀
羅
華
・
摩
詞
憂
陀
羅
華
・
蔓
珠
沙
華
・
摩
詞
憂
珠
沙
華
が
天
か
ら
降
り

注
ぎ
、
大
地
が
東
西
南
北
お
よ
び
上
下
の
六
種
に
震
動
す
る
こ
と
を
、

「
四
華
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六
動
」

の
説
法
が
始
ま
る
こ
と
を
暗
示

は
い

P

つ。

四
華
六
動
は
、
『
法
華
経
』

す
る
奇
瑞
で
あ
る
。

人間文化

こ
の
「
四
華
六
動
」
は
、
「
教
」
、

す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
の
説
法
が
始
ま
る

ひ
と
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
ま
で
説
か
れ
る
こ
と
が
な
く
、
秘
匿
さ
れ
て
き
た
一

仏
乗
の
教
え
を
説
き
明
か
す
と
と
も
に
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
が

一
仏
乗
の
開

顕
に
よ
っ
て
、
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
と
い
う
惰
眠
を
貧
る
三
乗
人
を
覚
醒
さ

せ
、
覚
醒
し
た
三
乗
人
が
、
自
分
た
ち
を
覚
醒
さ
せ
た
『
法
華
経
』
が
、
仏
教

全
体
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
る
か
を
明
か
し
て
い
る
。

要
す
る
に
天
台
大
師
智
顕
が
、
こ
の
『
法
華
玄
義
』
で
明
か
そ
う
と
し
た
本

意
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
一
仏
乗
に
あ
る
。

一
仏
乗
は
、
本
と
迩
と
か
ら
成

る
。
第
十
四
品
ま
で
の
迩
門
の
教
え
は
、
迩
門
の
近
仏
釈
尊
の
教
え
だ
け
に
止

ま
る
も
の
で
は
な
い
。
迩
門
の
教
え
が
あ
っ
て
初
め
て
、
本
門
の
教
え
が
聞
き

顕
ら
か
に
さ
れ
る
。
第
十
五
品
以
降
の
本
門
の
遠
仏
釈
尊
の
教
え
が
あ
っ
て
初

め
て
、
迩
門
説
法
の
意
図
と
使
命
が
明
ら
か
に
な
る
。

本
門
が
あ
っ
て
迩
門
が
あ
り

迩
門
が
あ
っ
て
本
門
が
あ
る
。
本
門
は
、
本

門
の
本
質
を
失
う
こ
と
な
く
、
迩
門
は
、
迩
門
の
本
質
を
失
う
こ
と
な
く
、

か
も
本
門
と
迩
門
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
を
生
か
し
な
が
ら
融
け
合
い
、
不
二
で
相

即
相
入
の
関
係
に
あ
る
。

不
二
で
あ
り
、
相
即
相
入
の
関
係
に
あ
る
の
は
円
で
あ
り
、
妙
で
あ
る
。
円

で
あ
り
、
妙
で
あ
る
教
え
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
を
措
い
て
他
に
は
な
い
。
『
妙

法
蓮
華
経
』
が
説
く
円
で
あ
り
、
妙
で
あ
る
の
は
空
と
仮
と
の
両
方
を
生
か
す

中
に
他
な
ら
な
い
。
空
で
あ
り
、
仮
で
あ
り
な
が
ら
、
空
・
仮
の
両
方
を
包
摂
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す
る
中
、
空
・
仮
・
中
が
円
融
す
る
の
は
、
諸
法
実
相
に
他
な
ら
な
い
。

偏
り
も
円
か
も
、
方
便
も
真
実
も
、
三
乗
も
一
仏
乗
も
諸
法
実
相
に
あ
る
か

お
さ

ら
、
す
べ
て
は
円
に
摂
ま
り
、
妙
に
摂
ま
り
、
中
に
摂
ま
る
。
す
べ
て
は
あ
る

が
ま
ま
に
あ
り
、
欠
け
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
蓮
華
を
警
喰
と
し
て
妙
法
の
一
仏

乗
を
標
梼
す
る
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
い
う
経
題
の
「
名
」

か
ら
観
て
も
、
諸

法
実
相
を
説
き
明
か
そ
う
と
す
る
、
『
妙
法
蓮
華
経
』

の
本
質
の

「体」

か
ら

観
て
も
、
仏
自
行
の
因
果
と
い
う
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
目
的
の
「
宗
」

か
ら

観
て
も
、
断
疑
生
信
を
起
こ
さ
せ
る
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
は
た
ら
き
の

「用」

か
ら
観
て
も
、
仏
教
全
体
の
位
置
づ
け
を
含
む
、
『
妙
法
蓮
華
経
』

の
説
法
自

体
の
「
教
」

か
ら
観
て
も
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
は

一
仏
乗
の
本
門
と
迩
門
と

を
抜
き
に
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。

天
台
大
師
智
頭
の
本
意
は
、
純
粋
の
円
教
で
あ
る
今
円
の
一
仏
乗
を
説
く

『
妙
法
蓮
華
経
』

の
核
心
は
、
名
称
の
「
名
」
・
本
質
の
「
体
」
・
目
的
の

し

「
宗
」
・
は
た
ら
き
の
「
用
」
・
教
え
と
仏
教
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
「
教
」

と
い
う
五
重
玄
義
か
ら
観
て
、

ま
さ
に
、
本
門
と
迩
門
に
あ
る
。

し
か
も
、
『
妙
法
蓮
華
経
』

の
核
心
で
あ
る
本
門
と
迩
門
と
は
、
本
を
み
て

本
に
と
ら
わ
れ
ず
た
だ
本
、
迩
を
み
て
迩
に
と
ら
わ
れ
ず
た
だ
迩
と
い
う
、

ピ

チ
ピ
チ
と
生
き
て
動
く
地
上
の
世
界
が
、
湛
然
が
い
う
「
不
二
而
二
・
二
而
不



一
こ
の
、
本
迩
ぐ
る
み
の
不
二
中
道
の
諸
法
実
相
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
広
大
無
辺
の
肯
定
の
世
界
が
、
『
妙
法
蓮
華
経
』

の
世
界
に
他

な
ら
な
い
と
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
妙
法
蓮
華
経
』
全
二
十
八
品
が
首

尾
一
貫
し
た
壮
大
な
大
系
と
な
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

野)『法華玄義』の研究臼(大
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